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第34回 晴乳動物卵子学会開催のご案内

第34回晴乳動物卵子学会および総会は下記の通り開催されますので、多数御参加下さいま
すよう御案内申し上げます。

記

1.期日 1993年4月22日(木)， 23日(金)

2.会場 ホテノレ新潟 2 F芙蓉
新潟市万代5-11-20

ft 025 -245 -3331 

3.講演申込要領

( 1 )締切期日:1993年1月16日 (土)必着

第34回晴乳動物卵子学会
大会長 石田一夫

( 2 )講演申込 :講演の申込は、葉書に演題名(和文および英文)、発表者名および
共同研究者名(ローマ字)を記入のうえ、お送り下さい。折返し発表内容を記
載する原稿用紙をお送り致します。なお、講演原稿は2ページにおまとめ頂き
ます。講演原稿の締切りは1993年2月13日(土)必着とさせて頂きます。
講演申込の葉書と講演原稿は、 ( 3 )の送付先宛お送り下さい。
講演原稿はオフセ ット印刷し、晴乳動物卵子学会誌10巻l号に講演要旨集とし
て掲載致します。

( 3 )送付先:

干252 神奈川県藤沢市亀井野1866
日本大学農獣医学部獣医生理学教室
遠藤克宛

ft 0466-81-6241内線332



4.会場・宿泊施設関係

宿泊施設の斡旋は特に行いませんが、学会参加者のためにホテル新潟に割安料金(税・

サービス料込みで、 シングル 9，687円、 ツイン 18，350円)で宿泊できるように依頼し

てありますので、希望者は各自で「晴乳動物卵子学会出席のため」と申し添えて、電話

で早自にお申込下さい。

なお会場は、]R新潟駅か ら徒歩 8分、北陸自動車道黒埼料金所から車で20分のとこ

ろにあり ます。

5 役員会

理事会 4月22日(木)11: 30 "-'12: 30 ホテル新潟 3F阿賀

評議員会 4月23日(金)12:00 "-'13:00 ホテル新潟 3F阿賀

6 .総会

4月23日(金)13:00 "-13:30 ホテル新潟 2 F芙蓉

7 .懇親会

4月22日(木)18:00 "-20:00 ホテル新潟 2 F芙蓉

8.大会事務局

T950-21 新潟市五十嵐二の町8050

新潟大学農学部家畜生産学教室内

第34回|時乳動物卵子学会大会事務局

大会幹事新村末雄

n 025-262-6“8 
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黄体期における牛卵巣の黄体形状および

共存卵胞の内分泌学的、形態、学的観察

高木光博1) 月原隆2) 西片芳恵2) 鈴木達行1)

山口大学大学院連合獣医学研究科り

山口大学農学部獣医学科2)

Endocrinological observation and morphology of the corpus luteum and large 

follicles of bovine ovaries in early diestrus 

Mitsuhiro Takagi 1) T北部hiTsukihara2) Yoshie Nishikata2) and Tatsuyuki Suzuki1) 

United Graduate School of Veterinary Science， Yamaguchi University， 

Yamaguchi 7531) 

Department of Veterinary Science， Faculty of .Agriculture， Yamaguchi University， 

Yamaguchi 7532) 

Abstract: One hundred fourty nine bovine ovaries were obtained on day 5-9 after 

estrous at local slaughterhouse. The significant high level appearance of corpora lutea of 

21-25 mm size in diameter and coexisting follicles of 11-15 mm  size in diameter was 

recorded. The relationship 民tweenthe form of 0∞yte obtained by aspiration and corpora 

lutea whose diameter being 16-30 mm w出 examinedand it w出 demonstratedthat about 

60% of aspiratory oocytes proved to 加 degenerated.

As for the concentration of Progesteron (P.) and Estradiol 17 s (E2) of 23 follicle 

fluid samples of coexisting follicles， 16 coexisting follicles (69.6%) were found to be 

P.-dominated follicles. In the morphological observations of granulosa cells of 23 follicular 

walls， 7 were deficient in granulosa cells， and as for the other 16 follicular walls， 15 were 

found to be atretic or in the way of luteinization. 

The observation of granulosa cell by TEM， revealed the appearance of many fat drops 
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in the cytoplasm of coexisting follicles， suggesting the initiation of luteinization process. 

From the results， when embryo transfer or flushing of in vivo bovine embryo will 加

performed at day 7 of the estrous cycle， the follicles coexisting with functional corpus 

luteum， whose diameter being larger than 10 mm， were dominated by P.. and they 

become to be atretic or luterizing follicles. It suggests， that the coexisting follicles do not 
J 

effect on the conception or development of tte eIFbryos. 

Key word: Lutenizing ph出e，Coexisting follicle， Granulosa cell， Follicle fluid 

(受付:1992年1月8日、受理 1992年9月25日)

緒面

過排卵処置牛の卵巣には、人工授精後7日目に形成される貰体と共に、直径10:::!::3 mmの卵胞が

共存する場合が多い。 Okudaら16) は、と場材料で貰体期に認められる直径10mm 以上の卵胞の出現

率を調べた結果、黄体形成期で80.4%、開花期で93.7%であり、このような卵胞は生理的に常に存在

するものであると述べている。また、郭ら5)は、過排卵処置牛において、人工授精後7日目の匪回収

時に貰体と共存する卵胞が、匪に与える影響を調べた。その結果、卵胞の存在しない供匹牛と存在す

る供匪牛とでは、移植可能匪がそれぞれ、 5.7:t4.18個、 5.5:t4.69個であり、両者に有意差がみられ

なかったと述べている。また、 Callesenらめは、末梢血中のProgesteron(以下P.と略す)変化が過

排卵処置7日目における匹の回収率と卵質に相関のあることを示唆している。

そこで、本研究では受匪牛や供匹牛において、性周期の7日目前後の卵巣に存在する機能性の黄体

と共存する卵胞が、匪の受胎性あるいは発生にどのように関与しているかを明確にするため、性周期

の 5-9日目にと殺された牛卵巣について、末梢血中のP.濃度を反映する黄体の形状と、共存する卵

胞の形状、卵胞液中に存在する卵子の形態学的観察、卵胞液中のR、E2濃度の測定ならびに卵胞壁の

組織学的観察から詳細な検討を加えた。
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材料と方法

広島市食肉セγターにおいて、生殖器に肉眼的異常の認められないホルスタイシ種雌牛112頭から

卵巣を採取した。卵巣は解体後速やかに取り出し、氷温下にて研究室まで搬入した。その後、 Okud

aら16)の方法に従い、直ちに直径10mm以上の機能性黄体と直径 5mm以上の卵胞が共存する卵巣

を選別し、貰体と卵胞の直径をノギスを用いて測定すると共に、超音波診断装置(リニア型、 5悶 f.

スーパーアイ、富士平工業(株))を用いて、氷温下のウォーターパス中で黄体と卵胞の存在およびそ

れらの直径を詳細に確認した1跡。

卵胞液、卵子の吸引

卵胞液は18G針っき注射筒により吸引し、直ちにプラスチックシャーレに移して、実体顕徴鏡下で

卵子と卵丘細胞の形態を観察したM 刈。卵子のうち核や細胞質が変性し、退行過程にあるものを変性

卵とした九卵胞液は採卵後P.、E2濃度の測定までー30'Cにて凍結保存した。

卵胞液中のP.およびE2護度の測定

共存卵胞のうち23例について、卵胞液中の P.とE2濃度をRIA法により測定した。得られた結果よ

り、同一卵胞の PiE2~直を求め、その値が1よりも大きいものをP.dominant fol1icle (以下P.DF)、l

よりも小さいものをE2dominantfollicle (以下E2DF)とした仙10)。

組織標本作製と光学顕微鏡的観察

共存卵胞のうち23例について、その卵胞壁を光学顕徴鏡にて組織学的に観察した。併せて嚢腫卵胞

(直径25mm以上)5例、小卵胞(直径3-5mm) 5例についても同様に観察し比較検討した。

標本の作製法は、カミソりで卵胞の Apexの部分を切り出し、常法に従ってプアシ液またはホル

マリ γ液で固定後パラフィンで包埋した。染色はメイヤーのへマトキシリ γ、エオジγ(HE)染色

を行い光学顕徴鏡にて観察した。

卵胞壁は頼粒層細胞の形態から、核濃縮およaCende brisを有するものを閉鎖卵胞とし、それ以

外を成熟卵胞とした1.6，8，9，12-1.)。また、頼粒層細胞の層数を数え、マイクロメーターを用いて頼粒層細

胞、卵胞膜内層の厚さを計測した。計測は無作為に3カ所で行い、その平均値を計測値とした。さら

に、頼粒層細胞の細胞密度(100μm2の範囲における核の総数)をカウシ卜した1・6，12)。

-1 47ー



H甫乳卵学誌 (J.Mamm. Ova Res.)第9巻第2号 199 2年10月

電子顕微鏡的観察

共存卵胞のうち5例およびその対照として嚢腫卵胞3例、小卵胞3例について、卵胞の Apexの部分

の頼粒層細胞を、常法に従い透過型電子顕徴鏡(以下TEM)にて観察し、その形態を比較検討した11

.17) 。

統計処理

得られた結果は、平均値±標準誤差で示し、 Studentの t検定を行い5%の有意差を求めた。

結果

貰体と卵胞の共存する卵巣は149個であった。貰体の直径は11-15mm， 16-20 mm， 21-25mm， 

26ー30mm，31-35 mmの各割合がそれぞれ 6/149(4.0%)，46/149(30.9%)，77/149(51.7覧)， 19/149 

(12.7%)， 1/149 (0.7覧)となり、 21-25mmの占める割合が有意に(P<0.05)高かった。

また、共存卵胞の直径は、 6-10mm， 11-15 mm， 16-20 mm， 21-25 mmの各割合がそれぞれ

34/149(22.8%)， 70/149(47.0%)， 38/149(25.5%)， 7/149(4.7%)となり、直径 11-15mmのものが

約半数を占め有意に(P<0.05)高かった。

直径10mm以上の卵胞が共存するものとそうでないものとでは、それぞれ115/149(77.2覧).34/

149 (22.8%)となり共存するものが有意に(P<0.05)高率であった。卵胞の股引による卵子の回収

率は149個のうち53個(35.6%)であった。

卵胞の大きさ別の卵子回収率は、 6-10mm， 11-15 mm， 16-20 mm， 21-25 mmでそれぞれ

15/34(44.1%)，25/70(35.7覧)， 11/38(28.9%)，2/7(28.6%)となり6-10mmの範囲のものが高い回収

率を示した (Table1)。

また、吸引卵子の形態と貰体の大きさとの関係では、変性した卵子が全体の約70%を占め、貰体の

直径が16-25mmでは、卵子の変性していたものが54.7%(29/53)の割合であった (Table2)。

卵胞液中のP.、E2濃度

P.、E2濃度測定を行った23例においてP.DF、E2DFはそれぞれ16/23(69.6%)，7/23(30.4別であ

り、 P.DFが有意に(P<0.05)多かった (Table3)。

P.DF 16例のR、E2平均濃度はそれぞれ 172.9:t34.3ng/ml， 14.4:t4.5 ng/ml， E2DF 7例の巳、

E2平均濃度はそれぞれ 47.2:t11.2ng/ml， 109.4:t25.7 ng/mlであり、 P.濃度ではP.DFが、 E2濃

度ではE2DFがそれぞれ有意に高い濃度を示した (Table4)0 P.DFにおけるP.lE2値は 12で、 E2
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Table 1. Diameter of CL  and follicles. and presence of 
oocytes 

C L Folliculat diameter( m m) 
Diameter (m m) 6 -10 11-15 16 -20 21-25 Total 

1 1 -1 5 2 3 1 。 6 ( 4.0~) 
16-20 12 24 9 1 46 (30. 9 %) 
21-25 18 35 21 3 77 (51.7%) 
26-30 2 8 7 ‘2 19 (12. 7 % ) 
31-35 。 。 。 1 0.7%) 
T 0 t a 1 34 

(22.8%) 
70 
(47.0%) 

38 
(25.5%) 

7 
(4.7覧)

149 

Presence 15 25 11 2 53 
o f oocyte(44.1%) (35.7%) (28.9覧) (28.6%) (35.6%) 

CL: corpus luteum 

Table 2. Morphology of oocyte一 cumulus complexes in relation 
to CL  size 

(mm) 
11-15 16-20 21-25 26-30 Total 

Degenerated 
Denuded 
Complete 
Healthy 
Denuded 
C omplete 
T 0 t a 1 

2 
3 

1 。
6 
(11.3%) 

2 
12 

1 
5 
20 
(37.8覧)

3 3 10(18.9覧)
12 1 28(52.8覧)

。 。 2( 3.7%) 
6 2 13(24.6覧)
21 6 53 
(39.6%) (11.3%) 

CL  : corpus luteum 
Degenerated: Oocytes which contained degenerated nuclei 

and cytoplas m. and were observed to be 
undergoing atretia. 

Healthy : Not degenerated. 

Table 3. Relationship between P‘and E， concentration in 
follicular fluid 

P， dominant 

E. dominant 

16/23(69.6%) 

7/23(30.4覧)

P4 dominant: Follicles that have higher concentrations of 
P， than E， (P.lE，>l) 

E， dominant: Follicles that have higher concentrations of 
E， than P， (P，/E，<l) 

Table 4. Mean P， and E， levels in P， and E， dominating 
follicles 

n p， E， 

Pdominant 16 172.9::!::34.3 14.4士 4.5 

Edominant 7 47.2::t 11.2 109.4::!::25.7 

Mean::!:: SEM (ng/ml) 
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Fig. ，. Granulosa cells from a sma l.~ follicular wall. There 
is considerable rER and a wel.l developed Golgi 
apparatus. N: cell nucleus， G: Golgi compl.ex 
(9000x) 

Fig. 2. Granulosa cells from a cystic follエcular wall. Cells 
are tending to round and rER d止lates and exists as 
large vesicles. Many fat orops are seen in the 
cytoplasm. N: cell nucleus， F: fat drop， E: round 
endop1asmic reticu1um (9000x) 

Fig. 3. Granulosa cell from coexヰ ~ting fol1icular wall. 
There are many fat drops in tHe cytopl.asm. N": c邑 11
nuc1eus. F: fat drop (6000x) 
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DFにおけるP.lE2~直は 0.4であった。

組織学的所見

149例のうち、組織学的観察を行った23例における卵子の回収率は 5/23(21.7%)であった。また、

回収された卵子の形態は、卵丘細胞に固まれて変性しているものが4例、裸化で変性しているものが

l例であった。

23例の卵胞壁のうち、頼粒層細胞の存在するものとしないものは、それぞれ 7/23(30.4%)，16/23 

(69.6%)であった。また、頼粒層細胞の存在する16例のうち、成熟段階の卵胞は1例のみであり、他1

5例は閉鎖あるいは黄体化過程の初期のものから、かなり進んだものなど様々であった。嚢腫卵胞5例

では、頼粒層細胞が全例で消失していた。小卵胞5例においては、基底膜に沿った部分で、成熟過程

に見られる楕円形核の頼粒層細胞や有糸分裂像も見られたが、Celldebrisも観察された。

穎粒層細胞の厚さの平均値±標準誤差は、閉鎖過程15例、成熟過程l例、小卵胞5例においてそれぞ

れ、52.0::t7.0μm，80.0μm， 72.0::t10.2μm、穎粒層細胞の層数では閉鎖過程15倒、成熟過程l

例、小卵胞5例においてそれぞれ 4.1::tO.4，7.0， 7.6::t2.1、卵胞膜内層の厚さは、閉鎖過程22例、

成熟過程1例、嚢腫卵胞5例、小卵胞5例においてそれぞれ、 96.O::t 15.4μm， 125.0μm， 151. 7::t3 

4.4μm， 117.0土24.0μm、100μmあたりの頼粒層細胞の総数は、閉鎖卵胞15例、成熟卵胞1例、

小卵胞5例においてそれぞれ、44.8::t6.3，36.0，43.2::t6.0となり、すべてにおいて有意差は認めら

れなかった。

頼粒層細胞のTEM所見

直径3-6mmの小卵胞においては、粗面小胞体が非常に多く見られ、またゴルジ装置が発達して

いる像が観察された (Fig1)。

嚢腫卵胞においては、細胞がぱらぱらになり、円形化する傾向が見られ、また粗面小胞体が膨らん

で、大きい空胞として存在するものが観察された。また脂肪滴も多く見られた(Fig2)。

黄体と共存する卵胞では、退行途中の細胞が多く見られ、また脂肪滴の多くなっている細胞も観察

された (Fig3)。

考察

Mattonら

-1 5 1-



哨乳卵学誌 (J.Mamm. Ova Res.)第9巻第2号 1 992年10月

おそらく 13日目まで直径10mm大以上の卵胞が存在する過程で、新しい卵胞が性周期の8日目ー13

日目に発育すると述べている。またlrelandら句は、組織学的、内分泌学的観察により、性周期の7-13

日目に存在する直径10mm大以上の大卵胞は、 7日目より退行し、新しい卵胞が発育してくると述

べている。さらに、 Siroisら則は、超音被診断装置を用いてl性周期の卵巣を観察した結果、直径5m

m 大以上の卵胞の発育は、一般的に、 3つの波(wave)から成り、その始まりは性周期の 2日目、 9

日目、 16日目であったと報告している。

本実験における卵巣149個の形態学的観察では、貰体期(性周期の5-9日目)にある機能性の貰体は直

径21-25mm、これと共存する卵胞は直径11-15mmのものが有意に多かった。 これは、先に述べ

たMattonら15)、Irelandらめ、Siroisら凶}の性周期における卵胞の発育に関する報告に準じるものであっ

た。つまり、性周期のおよそ 3-13日目(発情日=0日)においては、直径10mm大以上の卵胞がごく

自然な状態で共存することが再確認された。

共存卵胞液の1回吸引による卵子の回収率は、 35.6%(53/149)と低かった。しかし、貰体の大きさ

と吸引卵子の形態との関係においては、直径16-30mmの充実した黄体に共存する卵胞内卵子の約

60%が、裸化あるいは卵丘細胞に固まれて変性していたことから、共存卵胞はかなりの割合で閉鎖過

程にあることがうかがわれた。

卵胞液中のP4、E2濃度の測定結果から、 lrelandら川)、De100sら13)の方法に従い、検討した結果、こ

れは共存卵胞の約70%が閉鎖あるいは黄体化過程にあるということを示駿している。

卵胞の組織学的観察においてDe100sらωは、発育ステージの指標として頼粒層細胞を選択してい

る。その理由として、卵胞膜内における変化よりもかなり劇的であるということを挙げている。本研

究においても、卵胞壁のうち頼粒層細胞を観察し、 Ire1andら9.10)、Brawら2)の報告に従って核濃縮像

の存在やCelldebrisの有無、その他頼粒層の基底膜配列などを検討し、成熟あるいは閉鎖卵胞と

に区分した。観察の結果、頼粒層細胞が存在した16例のうち成熟過程の卵胞は1例のみで、他の15例

は閉鎖過程であった。また、組織学的観察を行った共存卵胞23例からの卵子の回収において、回収で

きたものはすべて顎粒層細胞の存在しない卵胞からであった。 Marionl4)ら、Hinrichs8)らは退行中の

卵丘細胞は、部分的に卵胞壁から離れやすくなっているために、卵子を吸引しやすくなっているので

はないかと述べている。これは本研究において、頼粒層細胞の存在しなかった7例についてはすべて

初回で回収できたこと、卵子が回収できなかった例では300IU/mlのHyaluronidase加 PBSにて

再吸引することにより、半数例以上から卵子が吸引できたことなどから支持される制。また、卵子の

吸引できなかった例では、成熟過程に見られる楕円形核の頼粒層細胞が基底膜上に並んだ像と閉鎖過

程に特徴のある核濃縮像やCelldebrisとが混在する例が多く見られたことなどから、多くの例が
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閉鎖過程の初期段階にあったのではないかと思われた。

Marionら14)は、卵胞壁の組織学的観察において、退行初期に現れる変化として 1)卵胞に沿った

頼粒層細胞の消失、脱落 2)固有層の消失と頼粒層の基底膜配列の消失 3)卵胞膜内層細胞の縮小、

円形化などを挙げている。また、 Deloosらωは卵胞壁成熟度の指標として 1)細胞密度 2)穎粒

層の有糸分裂指数 3)血管裂孔周囲における好酸性頼粒球の出現性などを用いている。また、頼粒

層細胞の厚さおよび層数、卵胞膜内層の厚さなど、研究者によりさまざまな観察法が報告されている

1・4.6)。 しかし、本研究においては、頼粒層細胞の厚さおよび層数、卵胞膜内層の厚さおよび 100

μmあたりの穎粒層細胞の数を観察した場合、共存卵胞の23例と対照の嚢腫卵胞5例、小卵胞5例との

あいだには、ある程度の差は見られるものの有意差は認められなかった。このことは、卵胞壁を形態

的に観察してその発育ステージを推定するには、卵子の発育ステージや卵胞液中のホルモγ濃度など

を加味して推定する必要のあることを示唆している。 TEMによる観察でも、共存卵胞5例において

は、小卵胞に比較して退行途中の細胞や、脂肪滴つまり黄体化の進んだ細胞が多くなっており、閉鎖

あるいは黄体化を示唆する所見であった。

以上のことより、性周期7目前後の匪移植時、あるいは匹回収時において、機能性の黄体に共存す

る直径 10mm大の卵胞は、多くの場合 P4DFで、形態学的にも閉鎖あるいは黄体化の進んだ卵胞

であり、匪の受胎性や発生に影響を与える可能性は少ないものであるということが明らかにされた。

謝辞

本研究を遂行するにあたり有益な御助言をいただきました山口大学家畜解剖学教室利部聡助手

および大上美穂氏に感謝いたします。

文献

1) Al-dahash SYA and David JSE. (1977): Histological examination of ovaries and uteri 

from cows with cystic ovaries. Vet. Rec.， 101， 342-347. 

2) Braw RH and Tsafriri A. (1980): Effect of PMSG on follicular atresia in the immature 

rat ovary. ]. Reprod. Fert.， 59， 267-272. 

3) Callesen H， Greve T and Hytte! P. (1988): Preovulatory evaluation of the superovulatory 

- 1 53-



H甫礼卵学誌 (J.Mamm. Ova Res.)第9巻第2号 1 992年10月

response in donor cattle. Theriogenology.， 30， 477-488. 

4) Dielman SJ， Kruip THAM， Fontijne P， Jong WH and Weyden GC. (1983): Changes 

in oestradiol， progesterone and testosterone concentrations in follicular fluid and in 

the micro morphology of preovulatory bovine follicles relative to the peak of luteinizing 

honnone. J. Endocr.， 97， 31-42. 

5) Gue Z and Kuo T. (1989): The practical aspect of study of using the technique of 

bovine embryo transfer in Xinjiang. Anim. Res. of Xinj. Res. 1ns. of Anim. Sci.， 

(In Chinese) 

6) Hay MF， Moor RM， Cran以:;and Dott 1弘ι(1979):Regeneration of atretic sheep 

ovarian follicles in vitro. J. Reprod. Fert.， 55， 195-207. 

7) Heηler A， Beckers ]F， Donnay N and Niemann H. (19鎚):Purified FSH supplemented 

with defined amounts of LH for superovulation in dairy cattle. Theriogenology.， 29， 

260 (abstr). 

8) Hinrichs K. (1991): The relationship of follicle atresia to follicle size， 0∞yte recovery 

rate on aspiration， and oocyte morphology in the mare. Theriogenology.， 36， 157-168. 

9) lreland JJ and Roche JF. (1983): Development of non ovulatory antral fol1ic1es in 

heifer: Changes in steroids in follicular fluid and receptors for gonadotropins. 

Endocrinology.， 112， 150-156. 

10) 1reland JJ and Roche]F. (1983): Growth and differentiation of large antral follicles 

after spontaneous luteolysis in heifers: Changes in concentration of hormones in 

follicular fluid and specific binding of gonadotropins of follicles. ]. Anim. Sci.， 57， 

157-167. 

11) Kruip TAM， Cran DG， Van Beneden TM and Dieleman SJ. (1983): Structual changes 

in bovine oocytes during final maturation in vivo. Gamete. Res.， 8， 29-47. 

12) Loos FAM， Bevers :MM， Dieleman SJ and Kruip ThAM. (1991): Morphology of 

preovulatory bovine follicles as related to oocyte maturation. Theriogenology.， 35， 527 

-535. 

13) Loos FAM， Bevers :MM， Dieleman SJ and Kruip ThAM. (1991): Follicular叩 doocyte 

maturation in cows treated for su開rovulation.Theriogenology.， 35， 537-546. 

14) Marion GB， Gier HT and Choudary JB. (1968): Micromorphology of the bovine 

-154-



晴字L卵学誌 (J.Mamm. Ova Res.)第9巻第2号 1 992年10月

ovarian follicular system. ]. Anim. Sci.， 27， 451-465. 

15) Matton P， Adelakoun V， Couture Y and Dufour ]]. (1981): Growth and replacement 

of the bovine ovarian follicles during the estrous cycle. ]. Anim. Sci.， 52， 813-819. 

16) Okuda K， Kito S， Sumi N and Sato K. (1988): A study of the central cavity in the 

bovine corpus luteum. Vet. Rec.， 123， 180-183. 

17) 0' Shea ]D， Hay MF and Cran DG. (1978): Ultrastructural changes in the theca 

interna during follicular atresia in sheep. ]. Reprod. Fert.， 54， 183-187. 

18) Quirk SM， Hickey GJ and Fortune]E. (1986): Growth and regression of ovarian 

follicles during the follicular phase of the oestrous cycle in heifers under going 

spontaneous and PGF-2αinduced luteolysis. ]. Reprod. Fert.， 77， 211-219. 

19) Sirois ] and Fortune ]E. (1988): Ovarian follicular dynamics during the estrous cycle 

in heifers monitored by realtime ultrasonography. Biol. of Reprod.， 39， 308-317. 

20) Takeishi M， Takagi K， Tsumagari S， Moriki K and Namba S. (1990): Difference in 

servival rates of 0∞ytes in follicular cysts between freely-grazing and feed lot Holstein 

daily cows. Jpn. J. Anim. Reprod.， 36， 31-34. 

-155-



P甫乳卵学誌
(J .Mamm.Ova Res.) 
Vol.9 No. 2 156-161 

1 992 牛における分娩後の経過日数と 1卵採取

Single flushing upon the passing of dates after delivery in cattle. 
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abstract: Collection of embryos from 47 cows， whose sexual cycle w出 confirmedto be 

normal" was made by perfuseing their uterine horn beside of corpus luteum by such 

non-surgical methods as automatic perfusion technique， 7-8 days after aftificial insemination 

during spontaneous estrus period. The percentage of success in collecting embryos and 

出ecollecting rate of transferable embroys was 77.6% (38/49)， 61.2%(30/49)陀 spectively.

The relationship釘nongthe period from the delivery to the collection of embryos the 

percentage of success in collecting embryos and the collecting rate of transferable embryos 

was also investigated according to the date on the 150th day after the delivery. Before the 

150th day the percentage of success in collecting embryos and the collecting rate of 

transferable embryos were 100%(16/16) and 88%(14/16)， while after the 150th day they 

became 67%(21/31) and 51%(16/31)， respectively. These rate were significantly higher 

before出e150th day (px<0.05). 

As the result of transfered 12 collecting embryos to 12 recepient Holstein cows， the 

high pregnancy rate 75%(9/12) was obtained. 

KEY WORDS: cattle， delivery， single， f1ushing 

(受付 1992年2月10日，受理 1992年7月6日)
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緒言

牛の自然発情時に、通常の人工授精を行いその7-8日目に貰体側子宮角を還流して1卵を採取する

方法は、牛がホルモ γ剤投与によるストレスを受けないこと、ホルモ γ剤投与により誘起される卵巣

嚢腫や漏乳、乳量の減少。 卵巣機能回復までに要する時間的、経済的損失討を避けることができるな

どの利点がある。これまで牛において自然発情を利用したー卵採取の報告1.3..'、日必)は多くみられるが、

分娩後の経過日数と匪の正常性との関連を追求した報告は見あたらない。そこで本研究では、自動還

流法によりー卵採取を試み、供卵牛の分娩後の経過日数と移植可能匪率との関連について追求し、併

せて、回収匹の移植を試み、興味ある所見を得たので、これらの概要を述べる。

材料及び方法

正常な性周期を確認した牛47頭(黒毛和種;17頭、ホルスタイン種;30頭)について自然発情時に

人工授精し、その7-8日目に黄体側子宮角を自動還流装置吋ニッショー製)を用いて還流した。還流

液は、結晶ペニシリシG1∞IV/mlおよび5%牛胎児血清加局方リンゲル液で子宮を還流後、 75μmの
メッシュ付き回収シャーレ内川tこ浸せきし、実体顕微鏡下で卵検索を行った。卵は、 0.3%牛血清アル

プミ γ加修正PBS内に集め、 Garyらの方法ゅにしたがって匪のランクつ'けを行った。 分娩後の発

情発現による人工授精までの経過日数により、それぞれ40-99日(1区)、 100-149日 (2区)、 16

0-210日 (3区)及び220日以上 (4区)の4群に分けて採卵し、その成績を比較検討した。回収匹

の12個については、性周期を同期化した受卵牛(ホルスタイン種未経産)の12頭に非手術的に移植し、

30日と60日目の2固にわたって超音波診断装置により妊娠鑑定を行った。

結果

供卵牛の分娩から採卵までの経過日数と回収卵率との関係は、表1に示したように 1区と 2区で高

く、それぞれ100覧(8/8)，100%(8/8)となり、 3区と 4区のそれぞれ64.3覧(9/14)，76.5%(13/17)に比べ

て有意に高い成績であった(P<0.05 )。同様に移植可能匪率は 1区と 2区でそれぞれ100覧(8/8)，75

%(6/8) ， 3区と 4区でそれぞれ50%(7/14)，52.9%(9/17)となり、いずれも150日以前で高く、 150日以降

で低下する(P<0.05 )傾向がみられた。回収匪の12個を12頭に移植した実験では、 75%(9/12)の高

い受胎率が得られた(表2)。

考察

FSHやPMSGなどのホルモソ剤による過剰排卵処理では、移植可能匪の回収成功率が全処理頭

数の50-60%に過ぎず14.15)また牛によっては過剰排卵処理にまったく反応しないものが11%にみられ
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TABLE l.Relationship among the period after the delivery and collecting embryo. 

regImen 1 2 total 3 4 total 

Days after 

delivery 40-99 100-149 <150 160-210 220< 160< 

No.Cows 8 8 16 14 17 31 

No.Cows embryo 8 8 16 9 13 22 

recovery 

Recovery rate (覧) 1∞ 100 100a 64.3 76.5 71b 

No. Cows obtained 

Trans. em bryo 8 6 14 7 9 16 

Rate of 

trans. embryo(覧) 100 75 87.5a 50 52.9 51.6b 

No. Cows obtained 

non -fertlized ova 。 1 1 1 1 2 

No. Cows obtained 

degenerate ova 。 1 1 l 3 4 

No. Cows not 

o btainedova/ em bryo 。 。 。 5 4 9 

a， b，; P<0.05 
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る1<)0 1卵採取では、過剰排卵処理に対して無反応の牛であっても通常の人工授精が可能であること

から、この手法を活用することによって効率的に産子を得ることが可能である。 1卵採取法では通常

1個の卵を得ることを目的にしているため、採卵操作、卵処理を少ない人員でしかも短時間で経済的

に済ませる必要がある。本研究では、安価で簡便な局方リシゲル液を還流液として用い、一人の術者

で卵の回収が可能な自動還流装置、用いて還流を行った。その結果、卵の回収率は78%となり、石田

ら10)の68覧、 Sheltonら4)の71%をはるかに上回る成績が得られた。供卵牛1頭当りに要した卵回収と卵

察時聞は約14分程度であり、従来法山)の20-30分に比べて時間の短縮が図られた。これは本研究で

用いた、卵の還流システムが有効であったことを明らかにしている。

供卵牛の分娩後の経過日数からみた卵の回収率及び移植可能匪率は、分娩後の日数を経過するに従っ

て低下する傾向がみられた。すなわち150日を境にして、それ以前では移植可能匹率が87.5%であった

のに対し、それ以降では51.6%となり有意な低下をしめした。これは、繁殖障害牛と繁殖遅延牛の限

界は、分娩後次の受胎までに要する日数が130日であるとした本田の報告ロ}を支持している。分娩後

日数が大幅に経過したものでは、複数回の人工授精が施されたものであり、それまで結果として受胎

しなつかった牛であることから、繁殖機能に何等かの障害があったものと思われる。これらの牛では、

1卵採取により卵が回収されなかったり、不授精卵であったり、初期発生の段階で変性過程をたどっ

ていたりするなど様々な像が観察された(表1)。特に150日以降の3、4区では、卵の回収されな

い例がそれぞれ5/14，4/17頭と増えてくることから、これらの牛では正常な性周期を繰り返してい

ても排卵が誘起されない場合の多いことが推測された。このような観察結果は繁殖機能の診断につな

がり 18)、その時点で適切な治療を講ずることが可能と思われる。実際に、本研究では長期にわたり受

胎をしなかった牛において、 1卵採取法が繁殖機能診断法として有効であった。

1卵採取法により回収された匹の移植後の受胎率は、 75%(9/12)と高く、本法の有効性が示唆され

た。 1卵採取法により回収された匪は、過剰排卵処理法により回収された匪に比べて細胞の充実度が

高く、受胎率が高いという利点があり、高泌乳牛のようにホルモン投与により影響を受け易い個体で

は、過剰排卵処理法よりも 1卵採取法の選択が有効と思われる。

No. embryo 

transfer cows 

12 

TABLE 2. Transfer of recovered embryo and pregnancy rate. 

No. transferable No. pregnant 

embryos cows 

12 9 
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Abstract: Examination was made of the effects of supplementation of fetal calf serum (FC 

S) on the blastocyst development of bovine in vitro matured and fertilized (IVM刈VF)

oocytes in co・ culturewith bovine oviductal epithelial tissue (BOET). IVM/IVF oocytes 

were co・ culturedin tissue culture medium 199 supplemented with or without FCS and/ 

or BOET. The frequency of cleavage w出 thesame with or without FCS (10%， v/v) and/ 

or BOET (P>O. 05) . Blastocyst development by co・ culturewith BOET was higher than 

without BOET (Pく0.001).When embryos were co・ culturedwith BOET， blastocyst 

development without FCS was similar to that with FCS (P>0.05). The developmental 

stage and total cell n um ber of the blastocysts from co・ culturewithout FCS were 

essentially the same as with FCS (P>0.05). Blastocysts from serum -free co・ culture

developed into riormal calves after transfer. 

KEY WORDS: Bovine， Embryo， 1n vitro， Co -culture， Serum 

(Received 4 April 1992， Accepted 6 August 1992) 

Introduction 

By the in vitro culturing of bovine oocytes maturec! and fertilized in vitro (IVM/IVF) 

early embryonic development can be studied and the results applied to other fields of 

biotechnology such as gene and nuclear transfer. Co -culturing with somatic cells 

supported embryonic development from one -cell stage to the blastoGyst stage in cattle '_'). 
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However， the manner by which somatic cells exert beneficial effects on a co・ culture

remain unclear. In previous studies， serum was routinely used as a component of 

embryo culture media， but the effects of supplementation of serum in co・ culturemedia 

have yet to be fully clarified. Takagi旦旦1.:6) have reported that co・ culturewith 

cumulus cells supported bovine embryonic development in serum -free medium. 

1n this study， examination was made of the effects of supplementation of fetal calf 

serum on blastocyst development of bovine IVM/IVF 0∞ytes in a co・ culturewith bovine 

oviductal epithelial tissue. 

Materials and Methods 

In vitro maturation and fertilization of follicular oocytes 

Bovine cumulus oocyte complexes were obtained from slaughterhouse ovaries that had 

been stored and transported at 21-24 tηfor 7 -9 h in physiological saline. In vitro 

maturation and fertilization of oocytes were carried out as previously described 8.9). 

Frozn semen from two bulls was used for all replicates. 

Preparation of Bovine Oviductal Epithelial Tissue 

Bovine oviductal epithelial tissue (BOET) was taken from oviducts obtained from a 

slaughterhouse and prepared as previously described 2) with some modification. Briefly， 

the mucosal tissue was washed in four changes of tissue culture medium 199 with 25 mM  

HEPES buffer (GillCO， N.Y.) supplemented with 0.3% (w/v) polyvinylpyrrolidone (PVP; 

M. W. 40，000; Sigma Chemical Co.， M. O. )， 0.5 mM  Na -pyruvate (N acalai， Kyoto， 

]apan)， 1% (v/v) antibiotic -antimycotic solution (Cat. No. 600-5240， GIBCO， N.Y.) 

(m -TCM -199). The pellet thus obtained was resuspended in m-TCM-199 to a ratio of 

1:100 (v/v) and cultured in m-TCM-199 with or without 10覧(v/v)heat treated fetal 

calf serum (FCS; G mco， N. Y .) at 39 'c under 5% COz in air at high h umidi ty for 30ー35h

prior to co・culturingwith embryos. A suspension of floating cell masses was used as 

the co-culture. The medium was changed once at 3-4 days fol1owing the start ofthe 

cell culture. 
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In Vitro Culture of IVM/IVF Embryos and Evaluation of Embryonic Development 

Five hours after insemination， the embryos were denuded by vortex agitaどion10) and 

cultured in m -TCM -199 with or without FCS (10%) and/or BOET at 39 'c under 5覧

CO2 in air at high humidity. 

Cleavage (孟 2-cells) and blastocyst development were followed with a stereo-

microscope (x 60) at 45-50 h and 192 h (8 days) after insemination， respectively. The 

frequency of b1astocyst deve10pment was determined based on the proportion of cleaved 

embryos. The blastocysts showed three developmental stages according to a morphological 

criteria 11). Some blastocysts were fixed immediately， stained with 0.05% acridine orange 

and the number of their nuclei w田 countedunder a fluorescent micrω∞関 fordetermination 

of cel1 num bers 12). 

Em bryo Transfer and Pregnancy Diagnosis 

Blastocysts from the co-culture with or without FCS were transferred non-surgically 

to synchronized recipient heifers 7-8 days after estrus (1 embryo/l recipient). Pregnancy 

was confirmed by ultrasonography and rectal palpation at 35 and 55 days following 

transfer， respectively. 

Statistical Analysis 

Statistical analysis was conducted according to Duncan' s multiple range test. 

Results and Discussion 

The effects of FCS and BOET on the development of bovine IVM/IVF em bryos are 

shown in Table 1. The frequency of cleavage was the same for al1 groups (P >0.05) . 

BOET enhanced blastocyst deve10pment (P<O.OOl)， while FCS had no effect (P>0.05). 

BOET formed vesicle-like tissue with active ciliary movement with or without FCS. 

As shown in Tab1e 2， developmental stage and tota1 cell number of blastocysts from 

co-culture were the same with or without FCS (P>0.05). 

Assessment was made of blastocyst viability. Thirteen blastocysts from co-cuIture 
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without FCS were transferred to 13 recipients. Seven recipients became pregnant (54覧). 

Of these， two have delivered normal calves with one abortion to date. Five blastocysts 

from co・ culturewith FCS were transferred to 5 recipients. Two recipients became 

pregnant (40%). Of these， one delivered normal calves with one abortion. 

The beneficial effects of BOET on bovine embryo development have been reported 2，4，5). 

Eyestone旦.. ru./，叫 discussedthat oviductal tissue might possibly produce embryotrophic 

factors and/or remove em bryo -suppressive su bstances in the culture media. In 

previous studies， serum or serum albumin (BSA) was used as a component of embryo 

culture media. Sera or BSA may make difficult determination of the roles of oviductal 

tissue， since they contain unknown factors and vary in their chemical composition 則的.

In this study， there was no need to use serum for blastocyst development in a 

co culture with oviductal tissue. Mermillod主!.i!!_. 16) have 0 bserved bovine em bryos to 

be capable of developing in a serum -free oviductal tissue-conditioned medium. Serum-free 

culture systems should facilitate determination of the roles of oviductal tissue in 

the early development of bovine em bryos. 

Table 1. Effects of fetal calf serum (FCS) and bovine oviductal epithelial tissue (BOET) 
a 

on in vitro development to the blast∞yst stage of bovine乱也1IIVFembryos 

Treatment 
No. embryos No. (覧)embryos No. (覧)b

cultured cleaved blastocysts 

None 121 92 (76) 1 ( l)c 

FCS alon e 119 83 (70) 6 ( 7)c 

BOET alone 136 93 (68) 39(42)d 

BOET + FCS 131 97 (74) 50 (52) d 

a: Data pooled from 6 replicates. 
b: Percentage of cleaved embryos. 
c -d: Significantly differing values (P < 0.001) . 
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Table 2. Developmental.stages and cell numbers of bovine IVM/IVF blastocysts co-cultured 

with BOET with or without supplementation of FCS a 

No. (目)blastocysts 

Supple- No. No. (覧) [Cell No. :tSD， n= No. blast民 ystsexaminedJ 
ロ1ent embryos embryos 

of FCS cultured cleaved b Early C ~ Expanded 

Total C Blastocysts c 

blastocysts blastocysts 

+ 193 155(80) 46(30) 6(13) 12(26) 28(61) 

[107:t39，n=29J [78:t20，n=3J [74:t21，n=8J 口26:t35'，n=18J
187 133(71) 45(34) 10(22) 12(27) 23(51) 

[105:t35，n=34J [74:t21，n=6J [88土25，n=7J [120:t34，n=21J 

a: Data pooled from three replicates. 

b: Percentage of c1eaved em bryos . 

c: Percentage of total number of the blastocysts. 

Values within columns the same (P>O.OS). 
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無血清培地におけるウシ体外成熟・体外受精卵の

ウシ卵管上皮細胞との共培養

長尾慶和・佐伯和弘・星雅樹・清家昇・貝沼平敏

雪印乳業株式会社受精卵移植研究所

ウシ体外成熟・体外受精卵をウシ卵管上皮細胞と共培養する際のウシ胎仔血清 (FCS)添加の影響

について検討した。授精後45-50時間における卵割率(孟2細胞)および8日目における匪盤胞への

発育率は、 FCSの有無に影響されなかった (P>0.05)。さらに、得られた匪盤胞の発育ステージ

とその細胞数を調べたところ、 FCSの有無による差は認められなかった (P>0.05)oFCS無添加

の共培養で得られた匹盤胞を受卵牛へ移植したところ、正常な産仔に発育することが確認された。
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Abstract: Morphological states of junctional complexes were compared between two 

groups of compacted mouse embryos: one developed in a tunicamycin-containing medium 

(TCM) and the other in at unicamycin -free medium (TFM). Both groups of compacted 

embryos had gap junctions between all pairs of round blastomeres， and between a round 

blastomere and a flattened one， while had空回空回旦担主， predesmosomes and gap 

junctions between all pairs of flattened blastomeres， but in em bryos developed in a 

TCM， the junctional are出 ofthe zo旦些笠也生旦andof each predesmosome were smaller， 

and the number of the latter wぉ fewer. While actin fluorescence showed no difference 

as to location and strength between the two groups， cytokeratin fluorescence did: it was 

filamentous and stronger in the cytoplasm of blastomeres in the embryos developed in a 

TFM， whereas it was granular and weaker when developed in a TCM. Decompacted 

embryos cultured in a TCM， meanwhile， showed no junctional complexes nor actin 

fluorescence， though they showed very we心{cytokeratin fluorescence. 

KEY WORDS: Compacted mouse embryo， Junctional complex， Actin， Cytokeratin 

(Received 24 July 1992， Accepted 15 September 1992) 

-169-



H甫乳卵学誌 (J.Mamm. Ova Res.)第9巻第2号 199 2年10月

Introduction 

In mouse embryos during blastocyst formation which starts at the 8・or16-cell 

stage， outer blastomeres become flat while inner ones stay round if compaction has 

occurred1
•
2
). In such compacted embryos，. zonula occludens， predesmosomes and gap 

junctions can be seen between any pair of flattened blastomeres， and further gap 

junctions are seen between a pair of round blastomeres and around blastomere and a 

flattened one幻 Becauseof the development of such jurictional complexes， binding 

創nongblastomeres grows stronger， and finally blastocysts form， composed of trophoblastand 

inner-cell-mass cells1
•
2
). 

When 2・cellmouse embryos are cultured in a tunicamycin-containing medium (Tα1) ， 

compaction occurs at the 8・or16・cellstage， but the embryos do not develop into 

blastocysts; when cultured continuously in a TCM， all the blastomeres become round 

(decompaction)3-O) . Surani et al.5) electron microscopically studied junctional complexes 

in mouse embryos developed in a TCM， and found a few gap junctions between each pair 

of round and flattened blastomeres of compacted embryos， as well as zo型!豆巴且単盟主

and gap junctions between each pair of flattened blastomeres. They did not however 

mention the existence of predesmosomes in compacted embryos， of junctional complexes in 

decompacted embryos， nor of cytoskeletal proteins as the constituents in junctional 

complexes. 

This investigation dealt with electron microscopic 0 bservation of junctional 

complexes， and histochemical detection of actin and cytokeratin， both in uncompacted 

and compacted mouse embryos developed in a TCM. We wanted to compare the findings 

with those from embryos developed in a tunicamycin-free medium (TFM) ， such 

examinations being performed on decompacted embryos also. We then discussed the 

influence of tunicamycin on junctional complexes and the binding ability of blastomeres in 

mouse embryos. 
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Materials and Methods 

Seventy female mice of the ICR strain were kept and fed normally in a room at 24 

"C， lit 14 hrs a day from 4 a.m. till 6 p.m. Superovulated with 5 i.u. PMSG (Teikoku 

Hormone Manufacturing Co. Ltd.， Tokyo， ]apan)， and with 5 i. u. hCG (Teikoku 

Hormone Manufacturing Co. Ltd.) 48 hrs later， they were mated with ICR strain 

malesof proven fertility. 

Two-cell embryos collected from oviducts 48 hrs after hCG injection were cultured 

in 1 ml of Whittingham medium9) with and without 0.5μg tunicamycin (Sigma， St. 

Louis， U.S.A.) for 20 to 32 hrs at 37"C with 5 % C02 and 95覧air. Observations were 

made on uncompacted 8-and 16-cell embryos， compacted 8-and 16-cell embryos， and 

on decompacted 16・and32・cellembryos recovered after further culturing in a TCM. 

In order to observe the ultrastructure， about one third of the embryos were fixed 

in a 0.1 M cacodylate buffer solution (pH 7.4) containing 4 % glutaraldehyde and 2 % 

paraformaldehyde at 4"C for 3 hrs. Rinsed 3 times in a 0.1 M cacodylate buffer solution 

(pH 7.4) over night， they were post -fixed in a 0.1 M cacodylate buffer solution (pH 7.4) 

containing 1 % osmium tetroxide. The embryos thus fjxed were dehydrated through an 

acetone series， and then embedded in Epon 812. The embedded samples were cut using 

an ultramicrotome， stained with uranium acetate and lead nitrate， and then were 

photographed under a JEM -100B electron microscope. 

For the detection of actin， approximately one third of the embryos were fixed in 

phosphate -buffered saline (PBS， pH 7.4) 10) con taining 3.7私 formaldehyde at room 

temperature for 30 min. Rinsed in a PBS， they were immersed in a PBS containing 

0.25 % Tween-20 (Bio-Rad Laboratories， Richmond， U.S.A.). Again rinsed in a PBS， 

the embryos were immersed in 100μ1 PBS containing 16.5 ng phallacidin (Molecular 

Pro bes Inc.， ]unction City， U. S. A.) at room temperature for 20 min. As for the 

controls， some embryos were immersed in a PBS devoid of phallacidin. 

For the detection of cytokeratin， the remaining embryos whose zonae pellucidae had 

been removed with pron出e(Sigma) were fixed in a PBS containing 2 % paraformaldehyde 

at room temperature for 30 min. After being rinsed in a PBS containing 100 mM 
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glycine (Wako Pure Chemical lndustries Ltd.， Osaka， ]apan) and 0.3 % bovine serum 

albumin (BSA， Sigma) (BSA-PBS)， they were immersed in a BSA-PBS containing 0.25 % 

Tween-20 at room temperature for 5 min. Again rinsed in a BSA-PBS， the embryos 

were immersed in rabbit anti-keratin serum (Transformation Research Inc.， Frar凶ngharn，

U.S.A.) that陀actswith cytokaratin polypeptides (molecular weights;印，∞0，54，000 and 

57，∞0) (the primary antibody)， this antiserum having been diluted却 timeswith a PBS. 

The embryos thus treated with the antiserum were rinsed in a PBS， and immersed in 

町rC-conjugatedgoat anti-rabbit IgG (Cappel， West Chester， U.S.A.). (the secondary 

antibody) at room temperature for 60 min. As for the controls， a few embryos were 

treated with normal rabbit serum or treated simply with FITC-conjugated goat anti-rabbit 

IgG. 

Each of the embryos thus prepared for light microscopjc observation w出 placedin 

the center of 4 vaseline spots on a slide. A cover slip was then carefully placed on the 

vaseline spots and pressed gently to anchor the embryos in between the cover slip and the 

slide. Observation w田 carriedout under a reflected -light fluorescing micr田cope(Nikon 

Corporation， Tokyo， Japan). 

Results 

Junctional ∞mplexes 
In uncompacted 8 -and 16・allembryos de吋 opedboth in a TCM and in aτFM， no 

junctional∞mplexes問問 foundbetWl田nany pair of blastomeres. In∞mpacted 8・a凶 16・all

embryos develoIlE姐 bothin aτ"CM and in aτ下M，gap junctions app田redbetw田n田 chpair 

of round blastomeres and 民何回na ro世 xlblastome四 anda flattead one; zonula occludens. 

predesmosomes and gap junctions also app回 redbetw田口問chpair of flatter医~ blastomerl白

(Figs. 1 and 2). In∞mpacted 8・and16・allembryos developed in a TCM， however， 

junctional ar四sof zonula 0ccludens and predesmosom田明間 smaller(Fig. 2)， and the 

number of predesmosomes was f開 er.In decompacted 16・and32・allembryos which developed 

as a res叫tof k田pi昭 tremlonger in aτ'CM， no j町 tional∞mplex was f otmd between 

回 chpair of blastomer四.
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Fig. 1. 

F i g. 2. 

F i g. 3. 

F i g. 4. 

F i g. 5. 
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A compacted 16-cell mouse embryo developed in a TFM. 

X25，000. A zonula occludens (arrow) and a predesmosome 

(arrowhead) are seen between two flattened blastomeres. 

A compacted 16-cell mouse embryo developed ln a TCM. 

X25，000. A small zonula occludens (arrow) 1 S seen be-

tween two flattened blastorneres. 

Compacted 8-cell mouse embryos developed ln a TFM， 

treated with phal1acidin (a) and w i th PBS .devo id of 

phallacidin (b). X250. a. Actin fluorescence is seen 

in the cytoplasm of both flattened and round blasto-

rneres， and is especial1y bright in the peripheral cyto-

plasrn where two blastorneres adhering to each other. b. 

No fluorescence is seen in the cytoplasrn of any blasto-

rnere. 

Cornpacted 8-cell rnouse ernbryos developed in a TFM， 

treated with rabbit anti-keratin serurn and FITC-conju-

gated goat anti-rabbit IgG (a) and only with FITC-conju-

gated goat anti-rabbit IgG (b). X250. a. Cytokeratin 

fluorescence is filarnentous and brighter in the cyto-

plasm of both flattened and round blastomeres. b. N 0 

fluorescence is seen in the cytoplasrn of any blastomere. 

A cornpacted 8-cell rnouse ernbryo developed in a TCM， 

treated with rabbit anti-keratin serum and FITC-conju-

gated goat anti-rabbit IgG. X250. Cytokeratin fluores-

cence is granular and weak in the cytoplasrn of both 

flattened and round blastorneres. 
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Actin 

Immersed in pha11acidin solution， the cytoplasm of uncompacted and compacted 

embryos show凶 fluorl回ana(Fig. 3a)， but the embryos immersed in a solution devoid of 

phallacidin did not (Fig. 3b). This finding has been interpreted to mean that the 

fluor田an四 showsthe pr田en偲 ofactin. No differen偲 wasobserved in the strength of 

the fluorl回目n偲 among the embryos developed in aτ'CM and in aτFM. In uncompacted 

and compacted embryos at the 8-and 16・田11stag田， the fluor缶四nawas brighter in the 

peripheral cytoplasm of blastomer回 thanin the subcortical cytoplasm， but in compacted 

embryos， it was much brighter in the peripheral cytoplasm where two blastomer田 adhered

(Fig. 3a). Ln d配ompacted16-and 32・白IIembryos， there was no fluor.自白n田 tra偲able

anyWare. 

Cytokeratin 

Tr回 tedwith the primary antibody and then with the 5配ondaryantibody， fluor白白n四

appeared in the cytoplasm of the embryos (Figs. 4a and 5)， but none appeared when 

immersed in normal rabbit serum or when treated with the s配ondaryantibody only (Fig. 

4b) .百出 findingindicates t恥 fluor自由nas田nshows the pr由回国 ofcytokeratin. The 

fluor田偲n四 wasgranular in all the blastomer田 ofuncompacted 8・and16・a11embryos， 

and there was no differena in its strength among the embryos either developed in aτ'CM 

or in aτ下M. In compacted 8・and16・a11embryos developed in a 1下M，the fluor自由nce

was filamentoU5 in their blastomer白 andwas brighter in flattened blastomer田 thanin 

round ones. When. develop吋 ina 1'CM， it was granular and weaker in all the 

blastomer田 (Fig.5). In d配ompacted16 -and 32・白11embryos， meanwhile， the fluor自由n田，

which was also granular， was very weak. 

Discussion 

Mol配ularbiological m配 harusmsof 田II・四11recognition prec沼dingthe construction of 

junctional∞mplex田 andcompaction in mouse embryos have been explained as fo11ows: 

when embryos reach the 8・or16・白11stage， calcium-dependent 四11・田Uadhesion mol配ul田

on the田11surfa偲 andcytoskeletal filaments in the cytoplasm are activatedll-13); then， 
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stage-sp配ificernbryonic antigen-l (SSEA-1) ∞ntai凶ngeither glycoproteins or gly∞lipids 

appears on t恥 surfa偲 ofblastorner田， in order to bind to the限却torson the surfa偲 of

adja田ntblastomeres， and thus the blastomeres recゎgnize田 chotherl4-18); finally，∞mpaction 

O民国"Saccompanied by sirnultan回 usjunctional∞rnpl回出 betw田npairs of blastorneres. 

In the present investigation we electron microscopically examined junctional 

complexes in mouse embryos developed in a rnedium containing tunicamycin， an 

inhibitor of glycoprotein synthesis 4.5.19)， and observed the poor development of 

zonula 0ccludens and predesmosom田 in compacted ernbryos， and in d配ompacted

ernbryoふ rnoreover， there were no junctional compl依田 left. These findings sugg田t

that in 8・or16・田11ernbryos cultured in a TCM， compaction occurs because of the 

incomplete state of SSEA -1， which subs悶uentlyends d配。mpactionat the 16-or 32・all

stage. This is probably pre偲ded by d田truction. of junctional complex田， owing 

to the synth田isinhibitor against gly∞proteins contained in SSEA-1. 

Concerning cytoskeletal proteins， one of the ∞nstituents of junctional complex田 ，

cytokeratin was granular and the amount was small in compacted embryos developed in a 

TCM. While the四 wasno actin in decornpacted ernbryos， there was some cytokeratin 

found， though the amount was very small. These findings seem to show that 

incomplete developrnent of junctional cornplex田 int加 embryosdeveloped in aτCM may be 

due to a d配reasein the arnount of cytoskeletal proteins， which is known to be aff配tedby 

tunicamycin. Iwakura and Nozaki8) have biochemica11y ascertained the inhibition of 

cytokeratin synthesis in mouse embryos by tunicamycin . 
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ツニカマイ シソ添加培養液で発生した

マウス匪の割球接合に関する研究

四谷伊公子h 新村末雄・石田一夫

新潟大学大学院自然科学研究科沫，新潟大学農学部，新潟市950-21

ツニカマイシシ添加培養液(TCM)で2細胞期から発生したマウス匪について、割球接合の状態を

無添加培養怪のものと比較した。 TCMおよび無添加培養液でコ γパクショ γを起こした匪では、球

形割球間および球形割球と扇平割球の聞にはギャップ結合が、肩平割球聞にはこれ以外に閉鎖帯とデ

スモソーム前駆体がみられたが、 TCMで発生した匹では、扇平割球聞の閉鎖帯とデスモソーム前駆

体の接合面は小さく、デスモソーム前駆体の数も少なかった。一方、アクチγの存在を示す蛍光の局

在と強さは、両種培養液で発生した匹で相違なかった。サイトケラチ γの存在を示す蛍光は、無添加

培養液でコンパクションを起こした匪では割球の細胞質に線維状を呈して強度に認められたが、 TCM

で発生した匹では頼粒状で弱かった。また、 TCMでデコ γパクショシを起こした匹では、接合装置

とアクチソは観察されず、サイトケラチ γの蛍光も著しく弱かった。
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Abstract: Effects of superoxide dismutase (SOD， from bovine erythrocytes) or 

ethylenediamine tetraacetic acid (EDT A -2N a) on the preimplantation development of 

mouse embryos obtained by fertilization in vitro were examined in different strains. In "the 

partially blocking strains" (ICR and DDD) in which small proportions of in vitro fertilized 

embryos develop beyond the 2・ cellstage in Whitten' s medium， both SOD and EDTA 

exerted significant effects in promoting the development to the 4・ celland to the blastocyst 

stage. In "the completely blocking strain" (AKR) in which none of the em bryos develop 

beyond the 2・ cellstage， neither SOD nor EDTA wぉ effectivein overcoming the 2・ cell

block. A significant paternal effect was observed when the development of DDDxDDD 

embryos was compared with that of DDDxC57BL embryos. It is suggested that both SOD 

and EDTA may share a common mechanism in promoting the embryonic development in 

vitro. 

Key words:SOD;EDTA;In vitro fertilization;Embryo culture;Two・ cellblock 

(Received 30 August 1992， Accepted 20 September 1992) 

Introduction 

Preimplantation embryos from most outbred and inbred mouse strains do not develop 

into blastocysts when cultured from the one -cel1 stage but are likely to arrest the 
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Table 1， Effect of superoxide dismutase (SOD) and catalase on preimplantation 

development of ICR mouse embryos fertilized and cultured in vitro 

Conc. (ug/ml) No.of embryos No.(覧)of embryos developed to: 

SOD・catalaseb cultured 2・cell 4・cell Blastocyst 

160 160 (100) 89 (56) 26 (16) 

12.5 72 72 (100) 61 (85)愈 38 (53)* 

25 64 64 (100) 62 (97)* 50 (78)* 

50 160 160 (100) 153 (96)* 121 (76)* 

100 67 67 (100) 66 (99)* 62 (93)* 

200 72 71 ( 99) 67 (93γ 60 (85)* 

12.5 48 48 (100) 21 (44) 3 ( 6) 

25 48 48 (100) 29 (60) 15 (31) 

50 120 120 (100) 65 (54) 19 (16) 

100 48 48 (100) 17 (35) 4 ( 8) 

50 50 48 48 (100) 46 (96)* 42 (88)* 

• Cu/Zn-SOD from bovine erythrocytes (3，000μ/m!， Sigma) 

b Catalase from bovine liver (11，000μ/m!， Sigma) 

* Significantly different from control (p<O .05) 

On the other hand， the addition of catalase did not give any significant effect at the 

concentration between 12.5 and 100μg/ml. Combination of SOD and catalase (50μg/ml 

each) gave a significantly higher developmental rate as compared to the control and catalase 

alone， but the rate was not significantly differnt from that of SOD alone. From these 

results， 100μg/ml SOD was chosen as the standard dose for the subsequent experiments. 
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Strain difference in the effect of SOD and EDTA on preimplantation development of 

embryos derived from B6 or AKR eggs 

In this experiment， eggs仕omone of two strains each陀presentsnon -blocking (B6) or 

completely bl∞king (AKR) strains with regard to "the in vitro 2・cellblock"， were fertilized 

with ICR spermatozoa and the resulting embryos were cultured in WM  with or without 

supplementation with SOD (100μg/ml) or EDTA (100μM). The results presentes in 

Table 2 clearly indicate that neither SOD nor EDTA could overcome the 2-cell bl∞k in the 

completely blocking strain (AKR)， although Embryos from the eggs of non -blocking strain 

(B6) developed at high rates regardless of the supplementation. 

Table 2. Effect of superoxide dismutase (SOD) and EDTA on preimplantation development 

of mouse embryos derived仕omC57BL or AKR eggs fertilized with ICR sperm and cultured 

in vitro 

Strain SOD EDTA No.of emhryos J-.J'0.(%2of em_Qryos developed to: 
of eggs (μg/ml) (μM) 2・cell 4-cell Blastocyst 

C57BL 70 70 (100) 70 (100)・ 59 (84)・
100 70 70 (100) 70 (100)・ 65 (93)・
100 90 90 (100) 90 (100)・ 82 (90)・

AKR 39 39 (100) o ( 0) b o ( O)b 
100 43 43 (100) 2) b o ( O)b 
100 41 41 (100) o ( 0) b o ( 0) b 

..b Values with different superscript differ significantly in the same column 
(p<0.05) 

Paternal effect in preimplantation developmβnt of mouse embryos derived仕omDDD eggs 

fertilized with DDD or C57BL s関口nand cultured in WM  with or without supplementation 

of SOD or EDTA 

As shown in Table 3， most DDD x DDD embryos arrested the development at the 2-cell 

stage (9.日 developmentto the 4・celland none to the blast民yst)when cultur吋 inWM. 
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development at the two・cellstge. This phenomenon has been re百eredto部"the 2・cell

bl∞ピ 1) The blωkh部民enknown to be partially alleviated by the supplementation with 

several metal chelators， including ethylenediamine tetraacetate (EDTA)刊 oractivin 5) into 

the medium， but the exact nature of the block has not been fully understood yet. 

Recently， Noda et a16) reported that the culture of mouse pronuclear embryos in the 

presence of superox.ide dismutase (SOD) significantly increased the rate of development to 

出eblastocyst stage， suggesting the involvement of superoxide radicals in the block to devel 

opment 7). Nasr -Esfahani and Johnson 8) has a1so suggested that the increased production 

of reactive oxygen s開 ciesmay be related to the in vitro 2 -cell block of mouse embry田.

α1 the other hand， it h出国enknown that the embryos仕omcertain inbred strains， such 

as C57BL， and their F1 hybrids are capable of developing from the one -cell to the 

blastocyst stage completely in vitr09，10). In this paper we examined the e百ectof EDT A and 

SOD on the development of in vitro fertilized embry侶 ofdi百erentmou田 strains.

Materia1s and Methods 

Recovery of gametes and in vitro fertilization 

Eight to 12 weeks old female mice of Jcl:ICR (ICR)， C57BL/6N (B6)， DDD， and AKR/ 

N (AI乞R)strain were used for the r，配overyof ovulated eggs， and 10・ 15・ week-old ICR， 

B6 or DDD male mice were used for the recovery of epididymal spermatozoa. ICR and B6 

mice we四 purchased仕omClea Japan Inc. DDD and AKR mice were obtained仕omthe 

Laboratory Animal Research Center， The Institute of Medical Science， The University of 

Tokyo. The procedures for the IVF are essentially the sameぉ previouslydescribed 11). 

Briefly， the female mice were induced to superovulate by i.p.injections of 5 i.u.eCG 

(SarホyoZoki， Tokyo) and 5 i.u.hCG (Sar的 oZoki) given 48h apart. The mice we四 killed

by偲 rvicaldisl∞ation at 15・16hafter the hα:;. injection and cumulus陣 egg∞mplexes we陀

introdu田 dinto the釦tilizationmedium (TYH) 12) Cauda epididymal sperm were preincubated 

for 2h in TYH and then introdu田 dinto the fertilization medium at血efinal concentration 

of 150 cells/ul. All incubations were 開 rformedat ~ C under 5% CO 2 in air. 
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Embryo culture 

At 6・8hafter the insemination， eggs with a male and a female pronucleus were picked 

up from the medium， washed twice in Whitten' s medium (WM) 1司， and transferred into 

O，1ml drops of WM  supplemented with or without either EDTA (EDT A -2Na， Dojin 

Laboratories， Kumamoto)， or SOD (from bovine erythrocytes， 3，000μ/ml， Sigrna， St.Louis， 

MO) and /or catalase (from bovine liver， 11，000μIml，Sigma) (12-20 embryos/drop). 

Development of cultured embryos we回 examinedat 24h intervals starting from the time of 

insemination. The development beyond the 4・ cell~tage at 48h w田 thecriterion for the 

breakthrough of the 2・ ce11block. Final rate of preimplantation development w出 evaluated

防 thefonnation of expanded bl出tocystsat the end of the culture阿 iodof 120h. 

Statistical analysis 

Experimental data were analyzed using χ2 test and Fischer' s exact probability test. 

Results 

Effect of SOD and catalase on preimplantation development of ICR embryos 

As shown in Table 1， SOD exerted a beneficial effect on the development of ICR 

embryos in culture. The e百ectw出 significantat a11 concentrations tested (12.5-200μg/ml) ， 

as compared to the control embryos cultured in y.，市-1.At 100μg(300u) Iml， almost all (99%) 

embryos developed beyond the 2・ celland the final developmental rate to the blastocysts 

exceeded 90覧， in sharp contrast to the low rate of development in the control (16%). 
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The addition of SOD or EDT A significantly improved the development beyond the 2・cell

stage (49 and 61%， respectively). The development to the blastocyst stage was still very low， 

however (2.1 and 3~8% ， respectively). Embryos derived from DDD eggs fertilized with B6 

sperm showed slight but significant increase in the developmental rate to the 4・cell

embryos in WM  (29%) but none of the embryos developed to the blastocysts. Both SOD and 

EDT A supported better development to the 4・ cellstage (48 and 65%， respectively). 

Furthermore， sighificant proportions of the embryos (16/45 and 27/61 in SOD and EDT A 

group， respectively) could successfully developed to the blastocyst stage. 

Table 3. Effect of superoxide dismutase (SOD) and EDTA on preimplantation development 

of mouse embrγos derived from DDD eggs fertilized with DDD or C57BL sperm and cultured 

in vitro 

Strain SOD EDTA No.of embryos No. (覧)of em bryos developed to: 

of eggs (μg/ml) (μM) 2-cell 4-cell Blastocyst 

DDD 94 93 ( 99) 9 (10) • o ( 0)・
100 94 94 (100) 46 (49) c 2 ( 2)・
100 79 78 ( 99) 48 (61) c 3 ( 4)・

C57BL 94 94 (100) 27 (29) b o ( 0)・
100 94 94 (100) 45 (48) c 16 (17) b 

100 94 94 (100) 61 (65) d 27 (29) b 

..b.c.d Values with different superscript differ significantly within the same 

∞>h.um (p<0.白)

Discussion 

The present study demonstrates that the addition of SOD into the culture medium 

improve the preimplantation evelopment of mouse em bryos of "partially blocking strains， 

such as ICR (outbred) and DDD (inbred). This confirms the previous reports by Noda et a1
6
; 
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Umaoka et al叱inwhich outbred strains (ICR and TUCK) were used for experiment. 

These author百 havesuggested that active oxygen is involved in the 2・cellblock phenomenon 

and this harmful e百ectcan be prevented by culturing embryos under low oxygen conditions1 

1 14)and in the presence of SOD. Nasr -Esfahani and Johnson 8) have also suggested that the 

increase in production of reactive oxygen species such as H2 O2 at the G2 1M phase of the 

2・cellstage may be related to the block to development. 

SOD catalyzes the dismutation reaction in which two superoxide radicals ( O2 ) are 

transformed to a molecule of hydrogen peroxide (H2 O2 ) and a molecule of oxygen (02 )， 

while catalase catalyzes the decomposition of hydrogen peroxide to water and oxygenI5). As 

it is the SOD but not the catalase that promoted the development (Table 1)， the rate 

limiting step must be the degradation of superoxide radicals rather than that of hydrogen 

peroxide， if active oxygen species is really the cause of the developmental block. This seems 

not to be perfectly consistent with the view of Nasr -Esfahani and lohnson 8) who observed 

the rise in peroxide level in cultured mouse embryos and suggested that the ar問stof 

embryonic development by peroxidative damage might involve the conversion of hydrogen 

peroxide to hydroxy radicals (HO 0 ). 

Although SOD is highly effective in promoting the preimplantation development of " 

partially blocking " strains， it is totally ineffective in overcoming the 2・cellblock in " 

completely blocking" strain (AKR). Neither could EDT A do so・Evenin the partially 

blocking strains， the effect is less apparent in embryos derived from DDD eggs in which 

development beyond the 2 -cell stage is more severely arrested. 

Throughout this study， a striking similarity is observed 民tweenthe effect of SOD and 

that of EDT A. The effect of 100 uM EDT A which is the optimal concentration for 

promoting the preimplantation development of ICR embryos in vitro 3.4)， exerted essentially 

the same effects on the B6xICR， AKRxICR， DDDxDDD and DDDxB6 embryos，出 thatof 

100μg/ml (300μ1m!) SOD which is a150 the optirnal concentration for ICR ernbryos 

(Table 1). This parallelism strongly suggest that SOD and EDTA share the same mechanism 

in exerting the beneficial effect on the preimplantation development in vitro. 

The most likely explanation might be that sorne rnetal ion(s) is involved in the cell 

damage caused by the reactive oxygen species and EDTA prevents the damage by chelating 
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it. 1ron (Fe) might be involved because it catalyzes Harber -Weiss reaction in generating 

hydroxy radicals from superoxide and hydrogen peroxide附. 1n our previous study 17)， 

however， Fe -EDT A was found to promote the development of in vitro fertilized ICR 

em bryos beyond the 2圃 cellstage as effectively as EDT A ・2Na， although the final 

development to the blastocyst was not improved by the Fe -EDTA. It is conceivable 

therefore that the excess amount of Fe ions might exert harmful effect on the later stages of 

preimplantation development， but not specifically on the 2・cellstage embryos. 

Another point of interest in this study is the finding that the patemal effect is involved 

in the improvement of preimplantation development by SOD and EDTA. (Table 3). It h出

been known that the genotype of the oocyte alone， regardless of that of the fertilizing 

spermatozoon， determines whether embryos will aηest the development at the 2・cellstage 

when cultured in vitro 8.18). The present results show， however， that there is a slight but 

significant difference in the development to the 4 -cell stage in WM， between DDDxDDD 

(10%) and DDDxB6 (29%) embryos. Whether this difference is an indication of the activation 

of transcription of embryonic genome has not been determined yet 19)， but it is noteworthy 

that the effects of SOD and EDTA are apparent in the improvement of the development to 

the blastocyst stage. These results suggest that the 民neficialeffects of SOD and EDT A are 

not restricted to "the 2 -cell block" but can民 extendedto the whole period of preimplantation 

development. 

As neither SOD nor EDTA was effective in overcoming "the 2・ cellblock" in a 

completely blocking strain (AKR) ， newer aspect must be introduced to investigate the 

problem of in vitro block to development further. Modification of the basic medium (WM)， 

出 proposedby Chatot et al 31) is undoubtedly one of the most urgent subjects which is now 

being underway. 
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スーパーオキサイドジスムターゼまたはエチレソジアミ γ四酢酸を添加された培地内での

マウス初期臨発生における系統差について

豊田裕・東貞宏・板垣佳明1)・武田聖2)

東京大学医科学研究所獣医学研究部、東京都港区 108

現所属:伊藤ノ、ム中央研究所J)茨城県守谷町 302ー01、

大塚アッセイ研究所:)徳島市 771-01

マウス初期匹の発生に必要な条件を明らかにする目的で、種々の系統の体外受精由来匹をスーパーオ

キサイドジスムターゼ (SOD、ウシ赤血球由来)またはエチレγジアミ γ四酢酸 (EDTA)を添加

された培地内で前核期から匪盤胞期まで(精子添加後6時間から 120時間まで)培養して、 4細胞期

以降および匪盤胞への発生を比較検討した。基礎培地としては、 WHITTENの培地を用いた。 ICR

匹の発生はSODの添加により濃度依存的に改善され、 0.1mg/ml (300μIml)の濃度で90%以上の

匹が匹盤胞に達した。カタラーゼの添加は無効であった。一方、基礎培地では2細胞期で発生が完全に

停止するAKR卵子由来匹に対しては、 SOD，EDTAともに無効であった。 DDD卵子由来匹の発

生はDDD精子による受精卵よりもC57BL精子による受精卵において有意に高く、これらの匹の発

生は、 SODまたはEDTAの添加により更に改善された。 SODとEDTAの効果が類似しているこ

とから、両者に共通する作用機序の存在が示唆された。
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剥 皮 期ミ ン ク卵巣から回収した

卯 母 細胞の体外成 熟

In vitγn maturation of mink oocytes obtained from ovaries at pelting time. 

亀山祐一・竹田秀一 ・石島芳郎

Yuichi KAMEYAMA， Hidekazu TAKEDA and Yoshiro 1S阻]IMA

東京農業大学生物産業学部

Faculty of Bioindustry， Tokyo University of Agriculture 

Key word : Mink， Oocyte， Maturation， Pelting. 

(受付1992年8月28日、受理1992年9月17日)

季節繁殖動物のミ γクは3月の繁殖季節に集中して交尾するため3)、成熟卵母細胞や受精卵を用い

る研究は実施の機会がかなり制限される。一方、 11月の剥皮期には大半のミ γクが屠殺され、何ら利

用することなく臓器が廃棄されるため、この廃棄卵巣から卵母細胞を回収して実験材料とすることが

期待される。そこで、本実験では最IJ皮期の卵巣から回収した卵母細胞の体外成熟を試みた。

実験は既報1)に準じて行った。卵巣は、繁殖期(2月下旬"-'3月上旬)および華IJ皮期 (11月中旬)

に無処理もしくはPMSG処理した成熟雌から摘出した。卵母細胞は、 PBS中で卵胞を穿刺または

卵巣を細切することにより回収した。卵丘細胞が緊密に付着した卵母細胞は、 10%のFCSを添加し

たTYHもしくはTCM199で48時間まで成熟培養した。培養条件は、温度37t:、炭酸ガス 5%、空

気95%とした。核相の判定は、カルノア液で闘定後、 1%オルセイソで染色して行った。

培養0時間すなわち回収直後に検査した卵母細胞は、華IJ皮期では退行像を示きないかぎり卵核胞期

であったが、繁殖期では一部の卵母細胞に減数分裂の再開が認められた。

48時間の成熟培養の結果、剥皮期においてTYHで12.0%、TCM199で29.8%の成熟卵を得るこ

とに成功した。一方、繁殖期ではTYHで25.8%、TCM199で41.8%の卵母細胞が成熟し、繁殖期

に回収した卵母細胞の方が高い成熟能を示した (P<0.05)。成熟培地としては、 TYHよりもTC

M 199の方がいずれの時期においても有効であった (P<0.05)。また、剥皮期に回収した卵母細胞

の体外における中期IIへの移行速度は、繁殖期と同様にり体内とほぼ一致することがうかがわれた。

非繁殖期のミンク卵巣は重量が軽く、エストラジオールやプロジェス卜ロソの血紫濃度を見るかぎ
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り卵巣活性は非常に低L、九しかしながら、卵胞の形成は最小ながらも保たれておりペグラーフ卵

胞も観察される九今回、剥皮期に回収した卵母細胞が低率ながら中期IIに発達したことから、剥皮

期に限らずとも非繁殖期卵巣で形成された卵母細胞も体外成熟能を有する可能性が示唆された。

これらのことから、剥皮期のミンク卵巣から回収した卵母細胞もTYHもしくはTCM199で48時

間培養することにより10----30%程度が中期IIまで成熟するととが判明した。

本実験を実施するにあたり、ご協力を賜った北村ミ γク飼育場・北村正美氏に謝意を表する。本実

験は、東京農業大学一般プロジェクト研究「ミシク卵子の体外受精と培養法の確立に関する研究」の

一部として実施された。

Table 1 Iη vitγ"0 maturation of mink oocytes recovered at pelting. 

Duration se出on No. of Stage of maturation* Maturation 

r a t e of zi o
 

Media oocytes 

examined culture recovery GV MIへTI MII Deg. ( % ) 

o hr pelting 
breeding 

48 hr pelti n g TYH 

199 

breeding TYH 

199 

41 

75 

35 6 。
67 2 6 。

46 3 12 39 ロ.0

8 7 14 18 お.8

44 10 24 15 25.8 

53 17 56 8 41.8 

100 

47 

93 

134 

*GV: Gemunal vesicle， M 1 ~T 1: Metaphase 1 ~Telophase 1 ， MetII: MetaphaseII， Deg.: Degneration. 
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晴乳動物卵子学会会則

第1章総則

(名称)

第 1条 本会は、晴乳動物卵子学会と称する。

(事務局)

第2条 本会の事務局は、東京都内または近隣県内に置く。

第2章 目的および事業

(目的)

第3条 本会は、晴乳動物卵子の研究およびその成果の普及を図るこ

とを目的とする。

(事業)

第4条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

(会員)

( 1 )学術集会の開催

(2 )学会誌の発行

( 3 )研究に関する情報の交換

(4 )その他本会の目的達成に必要な事業

第3章会員

第5条 本会は、次の会員をもって組織する。

(入会)

第6条

(退会)

(1)正会員は晴乳動物卵子に関する研究に従事しているか、

または関心を有する者。

( 2 )賛助会員は本会の主旨に賛同する法人およびこれに

準ずる者で、理事会が認、めたもの。

( 3 )本会には名誉会員をおくことができる。

名誉会員は、本会に多大の貢献のあった正会員で理事

会で推薦し、総会で承認された者。

本会に入会しようとする者は、所定の入会申込書に必要事項

を記入し、入会金および年度会費を添えて事務局に申し込む

ものとする。

第 7条 会員で退会しようとする者は、退会届けを事務局に提出し、

その年度までの会費を納入しなければならない。

第8条 会員は、次の事項に該当する時は会員の資格を失う。



( 1 )会費未納の場合

(2 )会員として不適当と理事会が認め、総会でこれを承認

した場合

第4章 f生 員

(役員)

第9条 本会に次の役員を置く。

会長 1名

副会長 1名

理事 25名以内

監事 2名

評議員 若干名

幹事 若干名

第10条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。副会長は会長を補

佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。

2.理事および監事は、理事会を組織し、本会運営の重要事項に

ついて審議する。

3.監事は、本会の業務および会計の執行について監査する。

4.評議員は、評議員会を組織し、重要事項を審議する。

5.幹事は、本会の会務に従事する。

第11条 役員の選出は、次によって行う。

(1)会長および副会長は、理事の互選による。

( 2 )理事および監事は、理事会で推薦し、総会で決定する。

( 3 )評議員は理事会の推薦により、総会の議を経て選出

される。

(4 )幹事は、会員中より会長が委嘱する。

第12条 役員の任期は2年とし、再任を妨げない。

第5章 会議

(理事会)

第13条 理事会は、年1回会長が招集する。また、会長が必要と認め

た時は、臨時に理事会を招集することができる。

2.理事会は定数の万以上をもって成立し、決議は、出席者の

過半数をもって決する。

(評議員会)

第14条 評議員会は会長が招集し、評議員のズ以上の者が出席しな

ければ、議事を聞き決議することができなし、。但し、委任状



をもって出席とみなす。

2.評議員会の議事は、出席評議員数の過半数をもって決する。

3.評議員会の議長は、会長とする。

(総会)

第15条 総会は毎年 l回開催する。ただし、会長または理事の過半数

が必要と認めたときは、臨時にこれを開くことができる。

2.総会は会長が召集し、その議長となる。

3. 総会は正会員の 5分の 1以上の出席で成立し、出席者の過半

数の賛成によって議決する。但し、委任状をもって出席とみ

なす。

第16条 総会は次の事項を審議し、決定する。

( 1 )事業報告および決算

( 2 )事業計画および予算

( 3 )役員等選任および解任

(4 )名誉会員の推薦

( 5 )会費の金額および徴集方法の決定、変更

(6 )会則の変更

( 7 )その他の必要事項

第7章 学術集会

(学会長選任)

第17条 学会長は理事会にて選出され、評議員会、総会により決定さ

れる。また、学会長の任期は l年とする。

(学術集会の運営)

第四条 学術講演会は学会長が主催する。

第 7章会務

(会計)

第17条 本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終

わる。

2. 本会の経費は会費、寄付金およびその他の収入をもってこれ

にあてる。

附則

この会則は、学会への移行に伴い平成3年4月1日から施行

する。
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関守利(群大・医)

武谷雄二 (東大・医)

辻井弘忠(信州大・農)

中潟直巳(日生研)

成本勝彦(京大・医)

野田善郎(愛媛大・理)

福井豊(帯畜大)

星合畏(近畿大・医)

柳田薫(福島県立医大)

吉松宜弘(福島県立医大)



晴乳動物卵子学会誌投稿規定

1 .投稿論文は、原則として晴乳動物卵子に関する未発表の和文または芙

文の原著 (Fullpaper)、短報 (Briefnote)、総説 (Review)、その他

(論説、資料、文献紹介等)とし、著者は、原則として本会の会員に

限る。

2 .投稿論文は、編集委員会で審査し、掲載が決定したものについて受付

順に掲載する。

3 .論文は、次の規定に従って投稿する。

初投稿は手書かワープロしたものを投稿し、掲載が決定したものにつ

いては、本会指定の原稿用紙 (A4版)に所定の様式に従って印刷し

たものと文書フローピ (3.5、5.0イシチ)を送付する。

(1)和文、英文の両論文とも、和文、英文両方の表題、著者名、所属お

よび要旨(和文400字、英文150Words程度)を付記する。

(2)原著は、緒言 (Introdcuction)、材料及び方法 (Materialsand 

Methods)、結果 (Results)、考察 (Discussion)、文献 (References)の

順序とする。なお、短報は原著に準ずるが項目分けはしない。

(3)図、表、写真等のタイトル、説明は英文とし本文中に挿入する。

(4)外国人の人名、地名などは原語、数字は算用数字、学術用語および単

位の略語などは常用されているものを用いる。

(5) Key word phraseはー論文につき 5個以内とする。なお、英文論文

ではAhstractの後に、和文論文では英文抄録の後に、短報では所属機関

名の後に記入する。

(6)引用文献の記載方法は下記の例に従う。

雑誌の場合:著者名(年次)、表題、誌名、巻(号)、頁一頁

1) Bavister， B. and Yanagi m achi， R. (1982) : The effect of sperm 

extract and energy sources on the motility and acrosome reaction 

of hamster spermatozoa in vitro. Biol. Reprod. ，16， 228~231. 
2)新村末雄，石田一夫 (1985):ハムスター頼粒層細胞における 17s-
Hydroxysteroid dehydrogenaseの組織化学的研究，日不妊会誌、30，

36-46. 

単行本の場合:著者名(年次)、表題.書名、(編集者名)、頁ー頁

発行所、発行地.

3) Yamagim achi， R. (1981) : Mechanis ms of fertilization in 

mammals. In Fertilization and Em  bryonic Development In Vitro 

(Mastroianni，L.]r.and Biggers ].D. ，eds)p81-90，Plenum Press， 

New York. 

4)豊田 裕 (1984):試験管内受精と初期匪培養一マウスを中心に，

晴乳類の発生工学(大沢仲昭、江藤一洋、舘 鄭、御子柴 克彦編)

p2~10、ソフトサイエソス社、東京.

4 .原著論文は、刷り上がり 6頁以内、短報は同じく 2頁以内とし、超過

ページについては実費を著者負担とする。

5 .別刷を希望する時は50部単位で有償で受け付ける。

6 .原稿の送付および投稿に関する照会は、下記宛とする。

干252 神奈川県藤沢市亀井野1866

日本大学農獣医学部獣医生理学研究室内

晴乳動物卵子学会編集委員会
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学術国際貢献特別委員会設置される

平成4年 5月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る 4月15日から17日まで第 114回総会(第15期 3回自の総会)を開催し，新たに 「学術国際貢献特別

委員会」を設置しました。今回の日本学術会議だよりでは，同総会の議事内容及び3月に開催されたAASSREC執行委

員会等についてお知らせいたします。

旧ソ連邦の科学者に対する緊急の支援
措置について(会長談話)

平成4年 2月25日

日本学術会議

会長近藤次郎

ソ連邦が解体したこと に伴い、旧ソ連邦における多く の

科学者は，研究の継続が困難となり，研究組織も崩壊の危

機に直面していると伝えられており，これが事実とすれば，

世界に与えるその影響は計り知れないものがあると思われ

る。

いうまでもなく，人類の進歩にと って科学の向上発展は

不可欠のものであり，その意味で，今日の旧ソ連邦の実情

は憂慮に堪えないところである。

この際，我々日本の科学者は，学協会等を通じる等の方

法で，旧ソ連邦の科学者に対し，能う限りの支援を行う必

要があると考える。

なお，旧ソ連邦の科学者と我が国の料学者との聞の一般

的な国際学術交流・協カをより 一層充実するための方策等

については，我が固め学術の分野における国際貢献の一環

として， 日本学術会議において引き続き検討することとい

たしたい。

(注)

本談話は，日本学術会議において国際交流・協力問題に

ついて調査・審議を行っている第6常置委員会から 2月14

日幽の連合部会に問題提起され，各部会で検討され審議を

経た後 2月25日伏)の第 785回運営審議会に提案され審議

されたものである。

日本学術会議第114回総会報告

日本学術会議第 114回総会(第15期 3回自の総会)は，

4月15日-17Bの3日間開催きれた。

第1日(4月15日)の午前。まず，会長からの前回総会

以後の経過報告及ぴ各部・各委員会等の報告が行われた。

次いで，今回総会に提案されている 2案件について，それ

ぞれ提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。

第1日の午後。各部会が開催きれ，午前中に提案説明さ

れた総会提案案件の審議が行われた。

第2日 (4月16日)の午前。 前日提案された案件の審議

.採決が順次行われた。

まず r副会長世話担当研究連絡委員会の運営について

(申合せ)の一部改正」 が採択された。これは r副会長

世話担当研究連絡委員会運営協議会」という名称を 「複合

領域研究連絡委員会運営協議会」に改めるとともに，運営

協議会のより円滑な運営を図るために，必要な措置を講じ

たものである。

次いで r学術国際貢献特別委員会の設置について (申

合せ)Jが採択された。これは，学術の分野における我が国

の国際貢献の在り方について検討するための特別委員会を

設置したものである。

なお，審議・採決の終了後，さきに会長談話として発表

した「旧ソ連邦の科学者に対する緊急の支援措置について

(平成4年 2月25日)Jに関連して，旧ソ連邦の科学者の実

情調査のために， 当会議から ロシアに派遣された第6常置

委員会幹事の宅閉会員から，その調資結果について報告が

行われた。

第2自の午後。各部会が開催きれ，各部における懸案事

項について審議が行われた。

第3日 (4月17日)午前には，各常置委員会が，午後に

は，各特別委員会がそれぞれ開催きれた。

学術国際貢献特別委員会の設置

本会議は，昨年10月に開催した第 113回総会における内

閣官房長官からの学術の分野における我が固め国際貢献の

在り方についての検討依頼を踏まえ，今回の第 114回総会

において学術国際貢献特別委員会を設置した。



AASSREC執行委員会の開催

去る 3月23日から26日にかけて 4日間，AASSREC 

(Association of Asian Social Science Research Counc-
ils)執行委員会が日本学術会議の会議室で開催された。
外国代表団は前AASSREC会長で現副会長のR-ト
リニダ ド教授 (フィ リピン社会科学協議会)，同じく副

会長代行の J-J -スモリ yツ教授(オーストラリア社会

科学アカデミー)， AA S S R E C事務局長のD-N-ダナ

ガーレ教授 (インド社会科学研究協議会)，同じく事務幹事

のV-K-メータ博士 (向上)のAASSREC恨IJ4理事
と， タイ国パンコ ンク駐在のUNESCO人間社会科学地
域アドヴァイザーのy-アタール博士の5名。

日本恨IJは，現AASSREC会長の川回侃日本学術会議

副会長のほか，来年9月に川崎市のKS P (神奈川サイ
エンス・ パーク)で 日本学術会議が共催して開〈予定の

rAASSREC第10回日本総会」の組織運営委員会委員長

山田辰雄教授(慶応義塾大学，アジア政経学会理事長)，同事

務局長・平野健一郎教授 (東京大学，アジア政経学会前理

事長)，及び日本学術会議AASSREC専門委員会幹事浦

田賢治会員 (第2部)の3名がオブザーゥーァーの資格で参

加，連日，時間を惜しむかのよ うに，AASSRECの運

営や来たるべき第10回総会の打合せなどについて，熱心な

討議が続けられた。

また討議の合聞を縫うようにして，外国代表団は近藤次

郎日本学術会議会長表敬訪問，日本学術会議運営審議会に

おける挨拶などのほか.川崎市にも赴き市長表敬訪問 K

SP視察などを精力的に行った。日本学術会議も，近藤会
長主宰のレセプションを催し，関係諸国の東京駐在大使館

スタ yフなどを招いて，アジア ・太平洋地域における学術

交流と発展のための意見交換の場を設け，友好的な雰囲気

のなかで談論が風発，至ると ころで談笑の花が開いた。

AASSRECはアジア ・太平洋地域の社会科学領域に
おける国際学術上部組織で，いわゆるアンブレラ ・オーカ・

ニゼイションである。1973年にイ ンドのシムラで 「社会科

学の教育 ・研究に関するアジア会議」が聞かれた際に設立

が合意され，それ以来UNESCOの協力のもとに発展を

遂げてきた。AASSRECは加盟各国それぞれの文化的

伝統を尊重しつつ，社会科学の研究，教育，知識の普及な

どを促進することを通して，この地域における社会科学の

発達を図ることを目的に.加盟諸国の社会科学協議会，ま

たはこれに類する団体 (1国1会員)により構成されてい

る。

加盟国はオーストラリア，イ ンド，中国，ニュージーラ

ンド.フィリピンなど， 1991年 8月現在， 15ヵ国であるが，

国 (くに )会員のほかに，準会員の制度もあり.将来この

地域の各国の学協会や研究所等が4'.ミ会員として AASSR

ECの活動に参加する道も関かれている。出版活動として
は，隔年に開催される総会における諸報告やシンポジウム

などの出版のほか，定期刊行物 raassrec panoramaJが年
2回出されている。

AASSRECには最高決定機関である総会のほかに，

会長.副会長 (2名制)，事務局長の4名で構成される理事

会が置かれているが，これにさらにUNESCOの地域ア
ドヴァイザーが加わって開かれる執行委員会に事実上の運

営権限があるようにみえる。今回，日本学術会議で開かれ

た会議はAASSRECとしては極めて重要な会議であっ

たといえる。AASSRECはUNESCOによ って承認
された 「非政府機関(NG O)Jの地伎をもち，絶えずUN

ESCOと緊密ーな関f系を保:っているカヘ同じく UNESC
Oによって承認されたNGOの地位をもっ IFSSO(国
際朴今緋主主開依適切) >-~，相育協力闘係にホ耳、

平成4年(1992年)度共同主催国際会識

日本学術会議では，我が国において開催される学術関係

国際会議のうち毎年おおむね6件について，学 ・協会と共

同主催している。

本年もまた 6件の国際会議を共同主催することとして
おり，その概要は，次のとお りである。

.第5回世界臨床薬理学会議(7月26日-31日)

この会議は，臨床薬理学に関する研究を発展させるため

討論を行い.最新の研究情報を交換することを 目的として

横浜市 (横浜国際平和会議場)において開催される。

参加予定人数は3，000人(国外1，500人.圏内1，500人)，

参加予定回数は49か因。

.第14回国際平和研究学会総会(7月27日-31日)

この会議は，平和学に関する研究を発展させるため討論

を行い，最新の研究情報を交換することを目的として京都

市(国立京都国際会館及び立命館大学)において開催きれ

る。

参加予定人数は450人(国外250人，国内200人)，参加予定

国数は45か因。

.第8回国際バイオレオロジー会議(8月3日-8日)
この会議は，バイオレオロジー学に関する研究を発展き

せるため討論を行い，最新の研究情報を交換するこ とを 目

的として横浜市 (横浜国際平和会議場)において開催され

る。

参加予定人数は500人(国外150人，国内350人)，参加予定

国数はおか因。

.国際地質科学連合評議会及ぴ第29回万園地質学会議

( 8月24日-9月3日)
国際地質科学連合評議会は，同連合の最高決定機関であ

り，運営事項を協議，決定することを目的とするものであ

る。また，万園地質学会議は，地質学に関する研究を発展

させるため討論を行い，最新の研究情報を交換する ことを

目的として京都市(国立京都国際会館)において開催され

る。

参加予定人数は5，300人(国外3，200人，園内2，100人)，参

加予定国数は94か因。

.第9回国際光合成会議(8月30日-9月5日)

この会議は，光合成に関する研究を発展させるため討論

を行い，最新の研究情報を交換することを目的として名古

屋市 (名古屋国際会議場)において開催される。

参加予定人数は1，000人 (国外500人，国内500人)，参加

予定回数は41か国。

.第11回国際光生物学会議(9月7日-12日)

この会議は，光生物学に関する研究を発展させるため討

論を行い，最新の研究情報を交換することを目的と して京

都市 (国立京都国際会館)において開催される。

参加予定人数は1，000人(圏外600人，国内400人)，参加

予定国数は52か因。

御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

〒106東京都港区六本木7-22-34 
日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291
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一共同主催国際会議閣議了解得る

平成4年 9月 日本学術会議広報委員会

平成 5年度の日本学術会議の共同主催国際会議6件については.平成 3年 5月の第 111回総会において決定されましたが，

政府としても，本年6月30日の閣議において，これらの会議を日本で開催すること及び所要の措置を講ずることを了解しま

したので，お知らせします。

平成5年度の共同主催国際
会議の閣議了解

1 .日本学術会議では，昭和28年 9月の国際理論物理学会
議，昭和30年の国際数学会議の開催以来，平成3年度ま
でに 123件，本年度も 6件の国際会議を関係の学会と共
同して開催し，我が国のみならず世界の学術水準の向上に

努めてき たとこ ろである。平成5年度にも，下記の6会
議の共同開催を既に平成3年5月に決めているが，本年
6月30日，政府全体としても，これらの会議の開催とこ
れについての所要の措置(会場 ・警備・入国手続き上の

配慮 ・予算措置等)を講ずる旨の閣議了解を行った。

(平成 5年度開催会議)
-アジア社会科学研究協議会連盟第10回総会
平成5年9月5日から11日 (川崎市・ かながわサイ
エンスパーク)

・第15回国際植物科学会議
平成5年 8月23日から 9月3日(横浜市 ・横浜国際
平和会議場)

・第7回太平洋学術中開会議
平成 5年6月27日から 7月3日(沖縄県宜野湾市 ・
沖縄コ ンベンションセンター)

-第24回国際電波科学連合総会
平成5年 8月23日から 9月3日(京都市 ・国立京都
国際会館)

・第21回国際純粋・応用物理学連合総会
平成 5年 9月20日から25日 (奈良県奈良市・奈良県
新公会堂)

・第6回国際気象学大気物理学協会科学会議及び第 4回
国際水文科学協会科学会議合同国際会議

平成5年7月11日から23日 (横浜市・横浜国際平和
会議場)

(閣議了解の内容)

〔各国際会議ごとに了解〕

1 (各会議名)を(共同主催学会名)と共同して平成5
年度に我が国において開催すること。

2 関係行政機関は，上記会議の開催について所要の措
置を講ずること 。

2.なお，国際会議共同主催の申請から決定までのスケジ
ュールはおおむね次のようになっている。

-会議開催3年前 (年末まで)申請募集
.会議開催2年前
(2 -3月頃)

関係部会，運営審議会附置国際会議主催等検討

委員会でのヒアリング等

(3 -4月頃)

運営審議会での決定.総会への報告

・会議開催 l年前
( 6ー 7月頃)

閣議了解(政府としての共同主催正式決定)

共同主催学会との合意書締結.組織委員会の発足

現在本年年末締切りの平成7年度共同開催会議の募集
を広報しているところである。 (詳細は， 日本学術会議

月報をこ覧下さい。)

日本学術会議主催公開講演会

本会議では，毎年公開講演会を開催しています。この講

演会は会員が講師と なり、一つのテー?を学際的に展開し

ています。この秋には二つの講演会の開催が決まりました

ので，お知らせします。多数の方々のご来場をお願いしま

す。入場は無料です。

I 公開講演会 r20世紀の意味と21世紀への展望」
日時平成4年10月5日 (月)13: 30-16・30
会場 日本学術会議講堂

演題 ・演者
「国際政治の観点から 『長い平和』は持続可能か」

水井陽之助 第2部会員
(青山学院大学教授)

「文明論的観点から」 弓 削 達第 1部会員
(フェリス女学院大学学長)

「科学・技術の観点から」 伊達宗行第 4部会員
(大阪大学理学部長)

Il 公開講演会「医学からみた日本の将来」
日時平成4年11月28日 (土)13: 30 -16 : 30 
会場金沢市文化ホール大集会室

金沢市高岡町15-1 TEL 0762-23-1221 
演題 ・演者

「子どもたち」

「成人病」

「医療技術の開発」

「食物と栄養」

「医療制度の将来」

馬場一雄第 7部会員
(日本大学名誉教授)

五鳥雄一郎第 7部会員
(東海大学教授)

i屋美和彦第7部会員
(東京大学名誉教授)

内藤博第6部会見
(共立女子大学教授)
下山球二第 2部会員
(大東文化大学教授)



物理学研究連絡委員会報告
「物理学研究の動向と将来への課題」

7月24日の運営審議会において標記の報告の公表が承認

された。 1970年代から1980年代にわたって，日本の物理学
の研究動向，研究環境を，かなり厳しい批判的スタンスてが

蒐集した客観的データに基づいて分析し.1990年代におけ

る日本の物理学の課題を展望しようとする野心的な報告で

ある。日本の物理学研究 ・教育の将来を論ずるための不可

欠の資料といえる。A4版112ページにまとめられており，

日本物理学会の協力を得て，同学会会誌別刷の形で関係者

に公開される予定である。

本報告は，もともと第14期物理学研究連絡委員会が，久

保亮五委員長の提案に基づいて 「物理学の研究・教育に

関する調査小委員会J (委員長長岡洋介京大基研所長，幹

事中井浩二高エネ研教授，委員小林俊一東大理，鈴木洋上

智大理 1.玉垣良三京大理，平田邦男山梨大教育，小沼通

二慶大理の各教授)を設置してデータの蒐集 ・分析 ・要約

を1990年 7月から1991年 5月にわたって精力的に行い.19 

90年6月20日の物理学研究連絡委員会全体会議に提出され

たものである。第14期物研連任期終了に伴い，報告書及び

今後の進め方についての取扱いを次期物研連への引継事項

とした。これを受けて，第15期物理学研究連絡委員会は19

92年 5月22日の全体会議において本報告の取扱いについて

協議し，公表を決定して中嶋貞雄委員長を通じて 7月7日

の第4部会の了承を求め，運営委員会に提案することとな
った次第である。

本報告書が， 日本の物理学の研究 ・教育に関心を寄せる

多方面で活用きれることを期待したい。

物理学研究連絡委員会報告
「理論物理学の研究体制の充実について」

7月24日運営審議会において標記の報告の公表が承認さ
れた。湯川秀樹博士のノーベル賞受賞にちなんで初の全国

共同利用研究所として設置された京都大学基礎物理学研究

所と一般相対論のユニークな研究で知られる広島大学理論

物理学研究所は. 1990年に統合きれ，内外の期待を集めつ

つ，理論物理学の総合的研究を目指す拡充・強化された基

礎物理学研究所として再発足することとなった。しかし，

現実には分野聞の均衡が十分でなく，また北白川と字治に

建物が分離されている等，統合の笑を十分に挙げ得ない現

況である。

1992年 5月22日の物研連全体会議は，このような状況の

改善が速やかに改善され，理論物理学における日本の輝か

しい伝統が復活されるよう，関係各方面に報告，支援を要

請することとなった。

材料工学研究連絡委員会報告
「繊維工学研究・教育に関する諸問題」
産・学協力による繊維工学研究と教育の振興

わが国の繊維産業はかつて， 日本を支える大産業であっ

た。石油危機，貿易摩擦などによって低迷を余儀なくされ

た時期もあったが，今日では先端産業の要素技術ともなっ

て，その据野を拡大し，また新合織に象徴されるような高

度機能商品を開発し，日本は世界のト yプレベルを行〈繊

維技術国となった。現在繊維産業の従業員数は 280万人，

総取引額は約64兆円に達し，日本産業の中でも上位を占め

る基幹産業となっている。

この繊維産業を支える繊維科学技術教育を見ると，かつ

て国立大学には 3つの繊維学部と，染色化学・加工学を含
めて19の繊維関連学科があったが，産業構造の変化と共に

改組転換されて，今日では繊維系学生の定員50人と激減す

るに至っている。大学院教育では，繊維学研究科の名称は

一時期全廃された。その後，産 ・学の強い要望によ って，

平成3年に信州大学工学研究科に，繊維生物機能科学，繊
維機能工学，繊維極限材料工学の3大講座が唯一設置され

るに至った。

ところが，繊維産業の将来は，世界人口の増加，発展途

上国の 1人当たりの繊維消費量の増加から，繊維需要は膨

大な成長力を秘めている。さらに，消費者主導型経済社会

となって，ファ ッションにも，色，柄，・デザインに加えて

高機能性と加工技術が重要となってきている。また，繊維

素材から最終商品までをシステム化した生産・物流技術，

産業資材用途の拡大， 地球環境改善への用途開発への期待

高性能スーパー繊維による航空 ・宇宙，海洋，原子力，土

木・建築分野への貢献，光ファイパーによる情報通信分野.

中空糸による人エ腎蔵，自ま素濃縮などへルスケア分野，

海水脱塩造水など先端分野でも重要な産業として自立しつ

つある。

こうした繊維産業発展の基礎となる高度技術の開発を促

進し，そのカを次世代へと継承させるためには，高度に訓

練 ・教育された人材の育成が不可欠である。我が国にとっ

て，繊維科学技術の研究・教育機構の再構築は焦眉の急と

なっている。これに対して，欧州ではEC統合を控え，各

国の特徴に応じ産学協力 し， 繊維系大学の単位五換制度を

指向するなど，繊維技術教育の再活性化に成功している。

米国では繊維関連大学が十数校もあり ，その中でノースカ

ロライナ州立大学を繊維科学技術教育のセンターとして，

ニューヨーク州立ファ ッション工科大学をアパレル ・ファ

ッション教育のセンターとして位置付けて，全世界へ人材

を送り 出している。

我が国で、産学協力して設立する機構としては，全国繊

維関連大学，研究所，及び地域産業を結ぶ役割を持ち，我

が国の優れた繊維工学知識の世界への発信と，国際的人材

育成への寄与のため，欧州、1.米国と並.. l".東アジアの繊維
科学 ・技術の中心機構として活動することが望まれる。

この活動は，我が固に全世界の人々から期待されている

国際貢献のーっとなろう。

御意見 ・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

〒106東京都港区六本木7-22-34
日本学術会議広報委員会 電話03(3403)6291



編集後記

今秋は急に秋が到来した感じがあり、また、冬の寒さも例年なみである

との予報でありますが、会員の皆様にはお変わりなく研究活動に遁進され

ていることと存じます。会誌第9巻2号をお届けいたします。早いもので会

誌を発刊するようになりまして、来年で10年目を迎えようとしております。

この間年2回の発刊でありますが滞ることもなく発刊できましたことは会

員の皆様方のご協力によるものと感謝しております。本会誌への投稿論文

も増え9巻2号には原著論文6編と短報l編を掲載することとなりました。是

非一読下さいますよう。なお、現在第10巻の掲載論文を受け付けておりま

すので投稿下さいますよう。

(遠藤克)

編 集 委 員

委員長:石島芳郎

委員:井上正人，遠藤克，岡田詔子，小栗紀彦

久保春海，香山浩二，星 和彦，横山峯介

晴乳動物卵子学会誌

Jnurnal of Mammalian Ova Research 

第 9巻第 2 号

平成4年9月25日 印刷

平成4年10月 1日 発行

発行者晴乳動物卵子学会

代表 豊田 裕

発行所晴乳動物卵子学会

干 252 藤沢市亀井野 1866

日本大学農獣医学部獣医生理学教室内

TEL.0466-81-6241 (内332)

郵便振替 横浜 8 -20350 

Vol. 9 NO.2 

(会員頒布)

印刷所誠和印刷株式会社

住所藤沢市城南5丁目 2番8号

電話 0466-34-9110(代表)



17日(水)

第 7回「大学と科学」公開シンポジウム

「生殖系列ー親から子への生命の流れ」

一開催のお知らせ一

日時 :平成5年2月17日(水)・18日(木)

会場:有楽町朝日ホール(千代田区有楽町2-5-1)

主催:第7回 「大学と科学」公開シンポジウム組織委員会

後援:文部省/日本組織培養学会

参加費・無料

総合講演:連続する生命一生殖と生殖系列 毛利秀雄

特別講演:動物の生殖行動における利己と協同 日高敏隆

♂と♀ 高橋通雄、中込弥男、安部真一、岸本健雄

卯と精子の出会い 星元紀、片桐千明、星和彦、豊田裕

18日(木)

親と子のきずなの始まり 舘 都、森崇英、村松喬、森庸厚

生高直のバイオテクノロジー 岩倉洋一郎、入谷明、帯力益夫、野口基子

申込方法.聴講ご希望の方は薬害に、①氏名、②住所(勤務先か自宅かを明記)、
電話番号、③参加日時、④職業(勤務先)、をご記入の上、事務局宛
に送付願います。聴講希望者が多数の場合は摘遂となります。

申込先 ・干102千代間区富士見2-3-1信幸ピル
クパフ。ロ内 r生殖系列』事務局

TEL03-3238-1689 FAX03-3238-1837 
参加申込締切 .平成5年2月10日(水)

賛助会員

株式会社イワケ γ
横浜営業所

富士平工業株式会社
渉外部

セローノ・ジャパン

株式会社

プリマハム株式会社
新規事業推進部
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日本薬局方 安息香酸エストラジオール注射液

動物専用芋'''':J~-JIi

日本薬局方 プロゲステロン注射液

動物専用J1I7)1ーヲ':J⑧

動物用医薬品 V.A・03・E配合
胎盤性性腺刺激ホルモン

油性動物用 Jjべ日ーヲ:lV
動物周医薬品 脳下垂体後葉注射液

動物用I::JIトシ;ν@
動物用医薬品 持続型プロゲステロン注射液

動物用ルヲF)Iーヲ:J申L

動物用医薬品 エストリオール水性懸濁注射液

動物用Zストリ)I-JII注「冨聾」

動物用医薬品 受胎向上・EP複合注射液

ルヲF克ーヲU⑧E
こA使用の際は、添付文書の用法・用量、使用上の注意等をご覧ください。

似孟吋販売元三其稼訳書泣
¥三三/ 東京都中央区銀座2-7-12

(z忌h製造元言詩ソ』宰穂訳書祖
¥とL〆 東京都品川区広町1-4-4



健保適用

'‘・:ij-JII@j主75.150
-強力な卵胞成熟ホルモン (FSH)作用により、卵胞

の発育と成熟を促し、胎盤性性腺刺激ホルモン(HCG)

との組合わせ投与により排卵を誘発します。

・更年期婦人尿由来の下垂体性性腺刺激ホルモン(HMG)

製剤jであり、反復投与が可能です。

.FSH活性のほかに LH活性を有し、その活性化(FS

H/LH)はほぼ一定です。

[効能・効果】

間脳性 (視床下部性)無月経，下垂体性無月

経の排卵誘発

【用法・用量1

1日卵胞成熟ホルモンとして75-150国際単位

を連続筋肉内投与し頚管粘液量が約300mm3

以上，羊歯状形成(結晶化)が第3度の所見

を指標として (4日-20日，通常5日-10日間)， 

胎盤性性腺刺激ホルモンに切り変える.

【包装】
ノ〈ーコ.ナル注 75: 10管

パーゴナル注150:10管

~ 帝国臓器製薬株式会社東京都港区赤坂二丁目 5番 l号

[使用ょの注意1
1 一般的，主意

1) 本療法的対象は不妊症患者のうちの.問脳又は下
垂体前葉の機能.器質的隊害に由来する性腺刺激
ホ/ルレモン{低丘分j泌f必‘無月経患者てでeあるのて
意すること.

ア エストロゲン・プロゲステロ ンテストで初めて

反応する第2度無月経又は抗エストロゲン療法(
クエン酸クロミ 7ェン，ンクロ7ェニノレ等)が奏

効しない第 1度無月経の患者に投与すること.
イー患者向状態 (例えばエストロゲン・性腺刺激ホ
ノレモン・プレグナンジオール分i払頚管粘液.基
礎体温等)を詳細に検査し.子宮性無月経の患者
には投与しな円、こと.

ウ.原発性卵巣不全による尿中性腺刺激ホルモ/分

泌の高い患者.耳IJ腎・甲状腺機能の異常による無

月経患者，頭蓋内に病変 (下垂体種場等)を有す

る患者.及ひ・無排卵症以外の不妊患者には投与し

ないこと.
2) 本療法の卵巣過剰刺激による副作用を避けるため.

投与前及ぴ治療期間中は毎日内診を行い.特に次

の点に留意し.異常が認められた場合には.直ち

に投与を中止すること.

ア.患者の自覚症状 (特に下組部痛)の有無

イ.卵巣腫大の有無

ウ.基礎体温の異常上昇の有無 (毎日測定させるこ

と)
エ.頚管粘液量とその性状

3) 卵巣過剰刺激の結果としての多胎妊娠の可能性が
あるので，その旨をあらかじめ患者に説明するこ

と.
4) 妊娠初期の不注意な役与を避けるため.投与前少

なくとも 1ヵ月間は基礎体温を記録させること.
5) 産婦人科・内分泌専門医師の管理のもとに投与す

ること
2 次の場合には投与しないこと

1) 卵巣瞳事及び多のヲ胞性卵巣症候群を原因としな
、、卵巣の腫大を有する患者

2) 妊婦
3. 次の愚者には投与しないことを原則とするが，やむ
を得ず投与する場合には.慎重に投与すること

1) 児を望まない第 2度無月経患者

2) 多のう胞性卵巣を有する患者
4 副作用

1) 卵巣過剥刺激卵巣腫大.下腹部痛.下腹部緊迫
感.腹水・胸水を1半ヲいわゆる.
M引 gs様症状候群等があらわれた
場合には.直ちに投与を中止する

など.適切な処置を行うこと
2) そ の 他ときに悪心.頻尿.しびれ感.頭

5 棺互作用

痛.浮腫があらわれることがある

また尿量が地加することがある.

胎悠性性腺刺激ホルモンとの併用により.卵巣の

過剰刺激による卵巣腫大.腹水・胸水を1半ういわ
ゆるMeigs様症候群があらわれるニとがある.



フミ2ゲステロン濃度が10分間で判定できる./

:1ヨu:r置.，g刀::ID-tt.i'.W 
-特長

・日て見て判定できるので:酪農・臨床現場で便利でホ0

・操作が簡便て'~ 10分間て測定ていきます。

・検査には、 採材し易レ牛手し(全乳)を用います0

・牛乳中プロゲステロンを、 簡便に判定でき、

再現性が高いEIAキッ トです。

・アメ リカやヨーロッパではすでに牛の早期妊娠

診断に広〈普及しています。

| お問い合わせ先砂営業部宮[lelll'..{:r:tl.~[.I.l I 

家畜が妊娠しているかどうかを推測する上で、血中プロゲステ

ロン濃度の測定は有力な手段です。この測定にはRIA法などいろ

いろな方法があり ますが、操作の煩雑さ、所要時間、特殊な施設

などそれぞれに問題点がありました。

ニれに対して「オブチェックカウサイド・WJは、牛乳中のプロゲス
テロン濃度を簡単な固相法EIA(酵素免疫;圭)によって約10介問で直
接判定する画期的なキ y 卜です。

製造元 台rtJJ之主fZ1Tリイサイエンス社 日売元⑥TニJD製露踊買告誼
神奈川県川崎市川崎区中瀬3丁目19番11号〒210

給餌の自動化を実現いたしました!!
自動給餌装置は各ケージに1台ずつ取付けるカートリ ッジタイプ

の本体とそれらを一括自動制御するシステムから成立っています。

自動給餌装置付ラビット用自走式飼育装置

MRF-03ラット・マウス用・DF-OI犬用

E~j贋笛EL宅豆町三量
| RF-OI ラビット用 | 

特徴
-希望時間に一定量の給餌が出来、正確な給餌量の

為エサ代及ひe人件費の節約0

・連続6日間の給餌可能であり、休日の飼育管理の
手間の節約。

・従来のケージにも簡単に取付け出来ます。

・安全性を考え完全防水型に設計されております0

・当社の務る自動制御システムによりコントロール

し、取扱いは非常に簡単て'す。

-本体はアルミ製で軽量コンパク卜です。

同岡崎産業株式会社町10422官 問了間




